
/‾n

一

心

m一

一

W

m

一

一

一

心

〔
四
〕

(3){2){1)(3)(2)(1)
内
容
梗
概

　
序
　
　
論

　
宥
和
の
旋
律

頭
韻
と
詩
脚

内
省
す
る
魂

生
け
る
静
謐

燈
火
と
松
明

生
成
と
消
滅

燈
火
と
月
影

発
酵
と
解
体

思
慮
深
い
家
長

(5)(4){3)(2)(1)

ラ親緒
ン友
ダラ言

ン
ダ
ウ
ェ
ル

ウ
ェ
ル
絨
毯
毛
織
物
商
会

共
和
精
神
と
専
制

結
　
語

〔
五
〕
　
黄
昏
か
ら
聖
夜
へ

(2){1)

噴離

泉在

註
　
解

Ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
t
ａ
ｎ
ｄ
ｎ
ｉ
ｓ
　
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｒ
t
）
Ｉ
｛
　
｀

‘

※
既
刊
部
（
〔
こ
１
〔
四
〕
）
は
註
解
と
と
も
に
、

二
（
｀
一
）
頁

五
（
1
5
9
）
頁

一

一八六

－一一

1S 162 160

一一ヽ一

頁頁頁

Ｓ　１　１

一一

五一七

－一一

169 165 161

－－一

頁頁頁

一
六
（
1
7
0
）
頁
Ｉ
」
七
（
ｍ
）
頁

一
‘
七
（
ｍ
）
、
頁
一
二
二
・
（
1
7
6
）
頁

二
二
（
1
7
6
）
頁
～
二
八
（
ｗ
一
）
頁

二
九

三
〇

三
五

三
八

四
二

一一ヽ一一
77 74 69 68

一一一一

ら
81

W

頁
一
三
〇

頁
一
三
五

頁
一
三
八

頁
一
四
二

頁
一
四
四

－ヽ一一一一
83 81 77 74 69
－－－－一

頁頁頁'頁頁

　
四
五
（
1
6
）
頁
－
五
〇
（
2
1
）
頁

　
五
〇
（
2
1
）
頁
－
五
六
（
2
7
）
頁

　
五
六
‘
（
召
頁
一
六
八
（
3
9
）
頁

　
六
九
（
4
0
）
頁
一
七
一
　
（
4
2
）
頁

一
九
八
五
年
度
一
八
六
年
度
・
高
知
大
学

学
術
研
究
報
告
・
第
三
四
巻
Ｉ
第
三
五
巻
、
人
文
科
学
篇
所
収
。

　
〔
こ
～
〔
三
〕

　
〔
四
〕

一
五

第
三
四
巻
、
一
五
五
頁
－
ニ
○
一
頁
、
一
九
八
六
年
　
二
月
刊
。

第
三
五
巻
、
　
六
七
頁
一
一
〇
二
頁
、
一
九
八
六
年
十
一
月
刊
。

高
　
・
・
橋
．
克
　
己

　
　
　
人
文
学
部
独
文
研
究
室

　
’
』
．
・
・
　
゛
匈
　
．
‘
　
　
・

　
　
　
　
本
論
要
旨
　
＜
ご
　
　
　
　
ド
プ
　
ド

　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
は
実
に
然
り
気
な
く
歌
力
れ
て
い
る
が
、
諸
表
象
に
注
意
し
て

み
る
と
、
凛
妙
々
明
暗
が
巧
み
に
織
り
成
さ
れ
て
い
る
の
よ
謄
で
。
ま
ず
瞳
目
す
べ
き
が
第
一

句
と
第
二
毎
と
の
対
比
の
下
に
浮
か
び
上
が
る
「
燈
火
(
Ｅ
ｒ
i
e
ｕ
ｃ
ｈ
t
ｕ
ｎ
ｇ
　
)
と
松
明

　
(
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
t
ｕ
ｎ
ｇ
)

ｊ
の
相
違
で
あ
り
、
思
想
詩
冒
頭
の
導
入
部
の
‘
動
静
は
「
燈
火
」
の
「
生
成
」

と
「
松
明
」
の
「
消
滅
」
に
よ
力
見
事
μ
彩
ら
れ
て
い
る
。
ミ
・
四
「
生
成
」
の
息
吹
き
を
伝
え

　
「
居
慮
深
い
家
長
」
（
第
四
句
）
が
高
唱
さ
れ
た
あ
『
一
詩
１
　
μ
客
観
性
を
帯
び
た
都
市
生
’
活

の
諸
相
か
ら
転
じ
て
次
第
に
心
意
識
の
内
観
へ
と
沈
み
。
ゆ
く
。
、

　
「
離
在
」
と
橘
貨
」
は
、
『
か
く
深
ま
す
る
詩
情
の
流
れ
に
お
い
’
て
。
、
。
前
者
は
逢
か
彼
方
へ

と
向
か
う
魂
の
旋
７
　
で
あ
り
、
後
者
は
そ
の
心
の
勁
き
に
応
答
す
る
様
に
「
泗
々
と
湧
く
」
と

歌
わ
れ
る
「
生
け
る
水
」
で
あ
る
。
こ
の
「
生
け
る
水
の
噴
泉
」
が
大
自
然
の
奥
底
か
ら
「
生

成
」
す
る
に
は
、
既
に
「
孤
独
」
ヽ
な
魂
が
「
離
在
」
へ
と
「
消
滅
」
す
る
こ
と
を
前
堤
と
し
て

い
る
。
つ
ま
り
正
に
「
離
在
」
の
「
孤
独
」
（
第
八
句
）
と
「
生
け
る
自
然
」
の
「
噴
泉
」
（
第

九
句
）
と
は
両
者
が
相
侯
っ
て
、
。
冒
頭
二
句
の
「
燈
火
と
松
明
」
に
見
ら
れ
る
「
生
成
と
消
滅
」

に
呼
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
’
。

　
同
じ
「
生
成
と
脆
滅
」
で
も
「
燈
火
と
松
明
」
に
比
べ
て
、
後
の
「
噴
泉
と
離
在
」
の
場
合

の
方
が
、
詩
情
は
一
層
と
内
面
化
さ
れ
て
い
る
。
蓋
し
内
面
へ
と
向
か
う
と
言
う
こ
と
は
自
閉

す
る
ご
と
で
は
ひ
く
、
Ｈ
り
広
い
を
無
へ
と
開
か
れ
た
詩
想
を
目
指
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ

れ
は
「
燈
火
」
が
斟
や
か
、
に
占
ふ
市
民
意
識
に
お
い
て
、
敢
て
「
孤
独
」
を
天
窓
と
１
　
て
「
離

在
」
の
彼
方
㈲
「
至
福
な
る
ギ
ー
リ
シ
ア
」
詮
警
氷
す
る
力
め
で
あ
や
、
こ
の
魂
の
放
下
に
相
応

し
く
’
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
は
「
噴
泉
」
、
（
第
九
句
ま
で
で
始
め
て
大
地
の
懐
へ
と
開

か
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
燈
火
」
や
「
松
明
」
。
。
。
に
照
ら
さ
、
れ
た
市
壁
の
内
部
空
間
八
辿
、
大
自
然

の
奥
底
か
ら
「
生
け
る
水
の
噴
泉
」
が
遊
り
、
あ
た
。
か
も
天
高
く
沸
き
上
が
る
祈
り
の
歌
声
の

如
く
心
を
Ｉ
「
浄
め
」
る
の
。
で
あ
る
。
　
　
　
ニ
　
…
…
…
　
ご
　
ノ
　
ド
ヽ
　
　
　
ト
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高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
六
巻
　
（
一
九
八
七
年
）
　
人
文
科
学

r ゛ “ ｀ ゝ

五

Ｊ

黄
昏
か
ら
聖
夜
へ

　
田
　
離
　

゛
在
『
、

　
「
パ
ン
と
ぶ
ぐ
っ
酒
」
・
は
第
七
句
頭
の
。
「
だ
が
他
方
（
・
卜
ｇ
「
」
」
を
機
に
、
ヽ
こ
れ

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
　
　
　
－

ま
で
造
形
化
さ
れ
た
具
体
的
で
客
観
性
を
帯
び
た
都
市
生
活
の
諸
相
か
ら
、
次
第
に

主
観
性
に
彩
ら
れ
た
心
象
へ
と
転
調
し
て
嘔
く
。
第
一
句
の
「
静
か
に
安
ら
ケ
都
市
匹

や
「
燈
火
の
と
ｉ
る
街
路
」
、
第
二
毎
の
「
松
明
に
飾
ら
れ
疾
駆
す
る
馬
車
」
、
第
三
’

句
の
「
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
家
路
へ
と
歩
み
ゆ
く
人
々
」
、
第
四
句
か
ら
第
　

五
句
に
か
け
『
て
の
「
収
支
得
失
を
慮
り
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
思
慮

深
い
家
長
」
、
そ
れ
に
続
き
第
五
句
か
ら
第
六
句
ま
で
の
「
葡
萄
も
花
束
も
な
く
、

ま
た
手
仕
事
の
品
々
も
な
く
憩
う
広
場
の
市
場
」
、
こ
れ
ら
は
決
し
て
単
な
る
記
述

描
写
で
は
な
く
、
現
実
の
諸
相
と
心
の
往
き
交
う
詩
想
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

此
所
で
は
当
時
の
外
界
が
詩
人
の
心
の
鏡
に
素
直
に
映
じ
造
形
化
さ
れ
て
お
り
、
未

だ
詩
情
が
内
観
に
沈
み
ゆ
く
と
は
読
め
な
い
の
で
あ
<
｡
５
'
°

　
と
こ
ろ
が
第
七
句
頭
か
ら
は
事
情
が
異
な
り
、
正
に
こ
の
内
観
へ
と
深
沈
せ
ん
と

す
る
瞑
想
へ
の
動
静
が
明
ら
か
と
な
る
。

七
　
　
Ａ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｓ
ａ
ｉ
t
ｅ
ｎ
ｓ
p
i
e
l
　
t
Ｏ
ｎ
t
　
ｆ
ｅ
ｒ
ｎ
　
ａ
ｕ
ｓ
　
Ｇ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
;
　
ｖ
ｉ
ｅ
ｌ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
t
.
　
ｄ
ａ
ｆ
ｉ

八
　
　
　
｛
｝
ｏ
ｒ
t
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｌ
ｉ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｓ
p
i
e
l
t
　
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ

九
　
　
Ｆ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
　
ｇ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
t
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｊ
ｕ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｚ
e
i
t
;
　
…
…

七
　
　
だ
が
他
方
、
竪
琴
の
か
が
彼
方
の
庭
園
か
ら
響
い
て
来
る
。
恐
ら
ぐ
は

八
　
　
　
そ
こ
で
恋
人
が
奏
で
、
或
い
は
孤
独
な
者
が

九
　
　
彼
方
の
友
を
想
い
つ
つ
ヽ
ま
た
若
き
日
を
偲
び
つ
つ
・
　
：
祐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
、
第
七
句
Ｉ
第
九
句
）

第
七
句
の
中
央
部
で
印
象
深
く
耳
に
残
る
変
母
音
（
ウ
ム
ラ
ウ
ト
）
、
す
カ
わ
ち
「
響

い
て
来
ゐ
（
テ
ー
ン
ト
）
」
で
強
声
な
す
「
エ
ー
（
・
ｏ
。
）
」
の
音
価
が
注
目
さ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
喉
の
奥
か
ら
文
字
通
り
響
い
て
来
る
長
変
母
音
に
よ
り
、
今
ま
で

第
六
句
ま
で
に
は
聞
こ
え
て
来
な
か
っ
た
呻
吟
を
第
七
句
が
得
る
か
ら
で
あ
ゐ
。
し

か
も
韻
律
上
こ
の
呻
吟
は
、
中
間
休
止
（
＝
）
の
後
に
始
め
て
響
く
強
音
ゆ
え
に
、

十
全
に
口
範
ら
れ
て
発
音
さ
れ
る
。

A
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｓ
ａ
ｉ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
p
i
e
l
　
ｔ
Ｏ
ｎ
ｔ
　
ｆ
ｅ
ｒ
ｎ
　
ａ
ｕ
ｓ
　
Ｇ
ａ
ｒ
t
ｅ
ｎ
;

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｊ
Ｉ
　
　
｀
　
　
ｉ

Ｉ
９
　
　
　
　
　
　
ｆ
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
“
“
。
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
ゞ
。

旋
律
曲
線
は
「
テ
ー
ン
ト
・
、
フ
ェ
ル
ン
（
Ｓ
耳
Ｉ
ロ
）
」
に
お
い
て
、
悠
然
ど
し
・
た

な
だ
ら
か
な
峰
を
形
造
り
、
そ
の
う
ち
「
響
い
て
来
る
（
Ｓ
ま
）
」
の
箇
所
が
最
高

潮
と
成
る
。
こ
れ
は
文
字
通
り
何
処
と
も
な
き
「
彼
方
「
ｉ
己
」
か
ら
響
き
渡
っ

て
来
る
咽
喉
音
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
た
な
呻
吟
を
以
て
「
パ
ン
と
ぶ
ど

う
酒
」
で
は
、
第
六
句
ま
で
歌
わ
れ
た
都
市
像
の
外
観
に
映
し
出
さ
れ
た
内
観
が
、

次
第
に
一
層
と
心
の
中
へ
と
重
心
を
移
し
、
か
く
し
て
心
に
移
り
ゆ
く
情
緒
の
流
れ

へ
と
音
調
が
転
移
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
内
面
世
界
へ
の
転
調
は
第
八
句
で
歴
然
と
す
る
。
す
な
わ
ち
「
恋
（
エ
ロ
ー

ス
）
人
(
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｌ
ｉ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
　
）

ｊ
と
か
「
孤
独
な
者
「
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｎ
己
」
が

歌
わ
れ
、
人
の
心
の
動
き
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
「
恋
」
と
か
「
孤
独
」

と
云
う
詩
歌
象
徴
に
彩
ら
れ
、
詩
想
は
主
情
的
な
色
調
を
帯
び
る
。
そ
し
て
第
九
句

で
は
更
に
「
彼
方
の
友
を
想
い
つ
つ
、
ま
た
若
き
日
を
偲
び
つ
つ
　
（
Ｆ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｒ

Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
　
ｇ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｅ
こ
ｕ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｚ
e
i
ｔ
）ｊと
、
意
識
は
時
空
を
過
去
へ
の
追
想

へ
と
向
か
い
、
瞑
想
へ
の
傾
斜
は
決
定
的
と
な
る
。

　
此
所
で
詩
人
の
他
の
作
品
を
知
る
者
は
、
「
若
き
日
」
の
「
恋
」
で
長
編
「
ヒ
ュ

ペ
ー
リ
オ
ン
」
に
お
け
る
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
像
を
想
い
起
こ
し
、
「
彼
方
の
友
」

で
親
友
ベ
ラ
ル
ミ
ン
を
思
い
浮
か
べ
る
で
あ
ろ
う
。



W
ｏ
　
ａ
ｈ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
？
　
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
ｍ
ｉ
ｎ

Ｍ
ｉ
t
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｇ
ｅ
ｆ
ａ
ｈ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
？
　
…
…

だ
が
．
何
処
に
友
た
ち
は
？
　
ベ
ラ
ル
ミ
ン
と

あ
の
仲
間
は
？
　
し
ａ
）
パ

　
　
　
　
　
、
・
　
　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
追
想
」
第
四
節
、
第
三
七
句
－
第
三
八
句
）

更
に
伝
記
に
通
じ
＆
者
は
、
殊
に
恋
愛
（
エ
ロ
ー
ス
）
物
語
の
裏
付
け
と
な
る
現
実

の
ズ
ゼ
ー
ツ
・
テ
＝
デ
ィ
オ
テ
ィ
ト
マ
体
験
を
話
題
と
し
よ
う
。
確
か
に
そ
れ
ら
の
関
連

は
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
と
微
妙
に
呼
応
し
て
い
。
る
。
し
か
し
な
が
ら
世
間

の
巷
に
お
け
る
色
犀
（
ク
ピ
．
Ｉ
ド
ー
）
に
甘
え
た
情
念
の
燃
焼
へ
と
そ
れ
を
還
元
し

て
し
ｔ
う
こ
。
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
焦
眉
の
急
は
、

神
人
キ
リ
ス
ト
の
大
悲
（
ア
ガ
ペ
ー
）
で
あ
り
、
’
こ
の
止
み
難
い
彼
岸
か
ら
の
重
力

な
す
恵
み
（
グ
ラ
ー
テ
ィ
ア
ー
）
と
平
衡
を
保
ち
得
る
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
、
‘
す
な
わ

ち
プ
ラ
ト
ー
ン
。
が
「
饗
宴
」
で
説
く
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
の
如
く
倫
理
（
エ
ー
ト
ス
）

意
識
に
強
く
支
え
ら
れ
た
魂
の
空
無
へ
の
放
下
に
し
て
始
め
て
、
こ
の
大
悲
に
誠
意

も
て
応
え
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
種
’
の
色
恋
（
ク
ピ
ー
ド
ー
）
な
ら
ぬ
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
と
し
て
は
、
例
え
ば

イ
タ
リ
ア
の
マ
ン
ト
ヴ
ア
で
一
六
〇
七
年
に
初
演
さ
れ
た
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作

　
「
オ
ル
フ
ェ
オ
ｙ
に
お
け
る
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
上
の
歌
人
オ
ル
ペ
ウ
ス
と
妻
エ

ウ
リ
ュ
デ
ィ
ケ
Ｌ
の
物
語
を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
出
来
る
。
実
に
こ
の
歌
人
オ
ル
ペ

ウ
ズ
こ
ぞ
は
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
七
句
に
云
う
「
竪
琴
(
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｓ
ａ
ｉ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
p
i
e
l
）

ｊ

の
名
人
と
し
て
古
来
称
え
ら
れ
た
「
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
人
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｌ
ｉ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
)

ｊ
で

あ
り
、
こ
の
「
竪
琴
」
の
み
を
頼
り
に
亡
き
妻
エ
ウ
リ
ュ
デ
ィ
ケ
ー
を
慕
い
乞
い
求

め
、
敢
て
冥
府
（
ハ
『
‐
‐
デ
ー
ス
』
　
へ
と
招
魂
す
べ
く
降
り
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
様
は
恐
ら
く
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
終
結
部
で
歌
わ
れ
て
い
る
詩
歌
象
徴
に

一
脈
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。

一
七

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
三
　
（
高
橋
）

　
　
　
　
Ｓ
ａ
ｎ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｕ
ｍ
ｅ
t
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｆ
t
　
i
n
　
Ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
T
i
ｔ
ａ
ｎ
.

一
六
〇
　
　
Ｓ
ｅ
ｌ
ｂ
ｓ
t
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｎ
ｅ
ｉ
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
.
　
ｓ
ｅ
ｌ
ｂ
ｓ
t
　
Ｃ
ｅ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ
ｕ
ｓ
　
t
ｒ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｆ
ｔ
.

　
　
　
　
和
や
か
に
夢
み
て
大
地
の
腕
で
、
か
の
巨
人
（
テ
ィ
タ
ー
ン
）
が
眠
る
、

一
六
〇
　
　
か
の
嫉
み
深
い
（
冥
府
の
番
犬
）
ケ
ル
ベ
ル
ス
さ
え
も
が
甘
露
に
眠
つ
て
い
硲
）
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
九
節
、
第
一
五
九
句
－
第
一
六
〇
句
）

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
で
は
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
葡
萄
酒
の
酔
い
が
番
犬
ケ

ル
ベ
ル
ス
を
眠
ら
せ
る
の
に
対
し
、
オ
ル
ペ
ウ
ス
神
話
で
は
冥
府
の
渡
し
守
カ
ロ
ー

ン
が
歌
人
の
竪
琴
の
音
に
酔
い
眠
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
情
景
は
異
な
る
が
、

冥
府
へ
赴
く
と
云
う
基
調
、
す
な
わ
ち
生
者
の
圏
内
か
ら
死
圏
へ
の
勁
静
に
は
変
わ

り
が
な
い
。
そ
し
て
正
に
こ
の
点
に
お
い
て
オ
ル
ペ
ウ
ス
神
話
は
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う

酒
」
に
関
連
す
る
と
言
え
よ
う
。

　
本
論
が
話
題
と
し
て
い
る
「
恋
人
」
（
第
八
句
）
の
「
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
」
も
、
恐

ら
く
こ
の
脈
絡
で
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
。
り
こ
れ
を
単
に
此
岸
の
現
実

に
お
け
る
充
足
追
求
と
看
倣
す
こ
と
は
難
い
。
ま
ず
何
よ
り
詩
歌
の
調
べ
が
こ
れ
を

　
「
彼
方
か
ら
響
い
て
来
る
（
テ
ー
ン
ト
ー
フ
ェ
ル
ン
）
」
の
で
あ
り
、
こ
の
強
声
な

　
す
「
彼
方
（
Ｉ
ロ
）
」
の
響
き
を
静
聴
せ
ず
に
、
こ
れ
を
文
字
通
り
「
彼
方
の
庭
園

　
か
ら
(
ｆ
ｅ
ｒ
ｎ
　
ａ
ｕ
ｓ
　
Ｇ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
　
）

ｊ
と
の
み
解
し
て
は
杓
子
定
規
で
あ
ろ
う
。
故
に
第
八

　
句
の
「
恋
人
」
や
「
孤
独
な
者
」
も
、
文
字
通
り
「
そ
こ
（
｀
Ｒ
）
」
に
居
る
点
に

　
気
を
取
ら
れ
て
い
て
は
、
十
分
に
詩
想
を
汲
み
取
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え

　
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
恋
人
」
も
「
孤
独
な
者
」
も
、
「
そ
こ
」
に
居
て
実
は
「
そ
こ
」

。
『
に
居
な
い
が
如
き
「
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
」
と
「
孤
独
」
に
本
質
を
有
し
て
い
る
か
ら

　
で
あ
る
。F

ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
　
ｇ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
t
　
…
…

彼
方
の
友
を
想
い
つ
つ
、
　
…
…



一

八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
六
巻
　
（
一
九
八
七
年
）
　
人
文
科
学

第
九
句
冒
頭
の
「
彼
方
の
（
？
「
回
こ
」
は
、
こ
の
よ
う
な
何
処
と
は
な
き
「
彼
方
」

へ
の
動
静
を
決
定
な
ら
し
め
る
言
葉
に
見
え
る
。
つ
ま
り
第
八
句
か
ら
詩
想
の
流
れ

は
、
「
…
…
　
彼
方
か
ら
響
い

　
（
フ
ェ
ル
ナ
ー
）
　
…
…
」
と

げ
る
。

拓
る
（
テ
ー
ン
ト
ー
フ
ェ
ル
ン
）
　
…
…
　
彼
方
の

し
つ
つ
「
恋
人
」
と
「
孤
独
な
者
」
の
心
を
告

．
こ
れ
ら
は
此
岸
の
現
実
か
ら
「
彼
方
」
へ
と
想
い
を
馳
せ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
現
実
に
充
足
せ
ず
「
彼
方
」
に
自
己
の
本
質
を
求
め
て
・
い
る
と
考
え
ら
れ
・
る
。
例

え
ば
既
に
亡
き
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
ヽ
を
想
い
、
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
運
命
の
歌
」
｀
（
第

十
六
句
‐
第
十
七
句
）
で
は
次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
～

一一

七六

［
］
０
　
ｃ
ｈ
　
ｕ
ｎ
ｓ
　
i
ｓ
ｔ
　
ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
｡

　
　
Ａ
ｕ
ｆ
　
ｋ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
t
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
　
ｚ
ｕ
「
¢
７
？

だ
が
私
達
に
叫
え
ら
れ
し
は
、

　
俯
妙
に
も
安
ら
わ
ぬ
こ
冴
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
二
巻
、
第
二
’
書
）

此
所
に
「
孤
独
」
な
「
恋
人
」
の
基
調
が
、
「
何
処
に
も
安
ら
わ
ぬ
こ
と
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
調
で
以
て
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
七
句
以
下
を
汲
み
取
る

こ
と
が
出
来
る
。
す
る
と
先
に
述
べ
た
第
六
句
ま
で
と
第
七
句
以
下
と
の
対
比
が
一

層
と
明
瞭
と
な
る
。
す
な
わ
ち
第
六
句
ま
で
の
基
調
が
、
第
一
句
と
第
三
句
と
第
六

句
で
三
度
も
畳
み
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
る
「
安
ら
ぎ
（
・
：
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
　
　
　
･
：
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ

ｒ
ｕ
ｈ
ｔ
　
　
　
　
･
：
）
」
（
註
（
１
）
）
、
詳
し
く
述
べ
る
と
詩
人
の
意
識
の
内
観
に
映
じ
た
外

界
の
都
市
像
に
お
け
る
「
安
ら
ぎ
（
ｒ
ｇ
）
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
ら
、

こ
れ
と
好
対
称
な
し
て
。
「
何
処
に
も
安
ら
わ
ぬ
」
と
云
う
第
七
句
以
下
の
心
の
内
な

る
基
調
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｉ
Ｓ

　
「
安
ら
わ
ぬ
」
と
は
、
何
時
と
は
な
し
に
求
め
て
い
る
か
ら
そ
う
な
の
で
あ
っ
て
、

決
し
て
無
頼
を
意
味
せ
ず
、
敢
て
「
彼
方
（
ｔ
～
）
」
へ
と
止
み
難
く
揺
れ
る
心
の

旋
律
曲
線
を
指
す
。
例
え
ば
此
岸
に
「
安
ら
わ
ぬ
」
オ
ル
ペ
ウ
ス
が
「
孤
独
な
者
」

と
し
て
、
冥
府
へ
と
「
恋
人
」
を
求
め
赴
く
折
に
、
案
内
役
を
務
め
る
「
希
望
（
ス

ペ
ラ
ン
ツ
ァ
）
」
も
、
こ
の
旋
律
曲
線
を
美
し
く
描
く
。
蓋
し
こ
れ
が
現
実
の
充
足

へ
・
の
甘
え
と
成
り
、
心
の
鏡
を
曇
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
冥
府
の
「
彼
方
」

へ
の
入
口
で
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
「
希
望
」
そ
の
も
。
の
に
ダ
。
ン
テ
の
言
葉
（
「
地
獄
」

第
三
歌
・
第
九
句
）
を
語
ら
せ
る
。

L
ａ
ｓ
ｃ
ｉ
ａ
t
ｅ
　
ｏ
ｇ
ｎ
ｉ
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ
ａ
｡
　
ｖ
o
i
　
ｃ
ｈ
'
　
ｅ
ｎ
t
ｒ
ａ
t
ｅ
.

此
所
よ
り
入
＆
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
希
望
を

割
ご
平

（
「
オ
ル
フ
ェ
オ
」
第
三
幕
冒
頭
）

こ
れ
は
虚
無
へ
と
絶
望
し
て
自
暴
自
棄
と
な
れ
と
云
・
う
こ
と
で
、
は
な
く
、
「
私
達
の

眼
前
に
あ
る
希
望
は
希
望
で
は
な
い
。
つ
ま
り
眼
前
の
も
の
が
希
望
さ
れ
る
わ
け
が

無
い
」
（
パ
ウ
ロ
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
」
）
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
（
む

し
ろ
眼
前
に
無
い
も
の
を
私
達
が
希
望
す
る
時
に
、
始
め
て
堅
忍
不
抜
の
心
で
待
ち

望
び
）
」
（
同
上
）
か
ら
で
あ
る
・
こ
の
脈
絡
か
ら
は
「
恋
人
」
も
・
孤
独
な
者
」
も
ヽ

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
関
心
の
的
た
る
「
敬
虔
｛
ピ
エ
タ
ー
ス
｝
」
と
か
「
祈
り
（
レ

リ
ギ
オ
ー
）
」
と
無
縁
で
は
な
く
な
る
と
言
え
よ
う
。
’

　
こ
の
魂
の
動
静
に
お
い
て
第
八
句
の
。
「
恋
人
」
と
「
孤
独
な
者
」
を
考
景
一
す
る
に

際
し
て
、
ま
ず
当
該
部
の
詩
歌
象
徴
の
調
べ
が
物
語
る
所
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

D
ｏ
ｒ
t
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｌ
ｉ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｓ
p
i
e
l
t
　
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ

　
Ｉ
Ｃ
－
Ｃ
Ｃ

一
－
一
一
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
一
ｒ
ｋ
Ｃ
‐
‥
。
。

中
間
休
止
（
＝
）
前
後
で
寄
せ
て
は
返
す
こ
の
五
歩
格
（
ベ
ン
タ
メ
ト
ロ
ン
）
の
律

動
の
波
に
お
い
て
高
潮
な
す
箇
所
は
、
中
間
休
止
前
後
の
強
声
部
「
奏
で
、
或
い
は

　
（
シ
ュ
ピ
Ｌ
ル
ト
ー
オ
ー
ダ
ー
）
」
と
句
末
の
「
孤
独
な
者
（
ア
イ
ン
ー
ア
イ
ン
ザ
ー



マ
ー
・
マ
ン
）
」
と
考
え
ら
れ
る
。
殊
に
形
容
詞
「
孤
独
（
ア
イ
ン
ザ
ー
ム
）
」
の
強

声
部
・
「
ア
イ
ン
」
の
部
分
は
、
先
行
の
不
定
冠
詞
「
ア
イ
ン
」
と
同
音
な
の
で
、
こ

の
同
音
の
重
複
に
よ
り
一
層
と
際
立
っ
て
印
象
深
く
響
く
と
思
わ
れ
る
。
他
方
こ
れ

に
比
べ
る
と
句
中
の
「
恋
人
（
ア
イ
ン
ー
リ
ー
ベ
ン
デ
ス
）
」
の
部
分
は
、
律
動
の

上
で
余
り
重
き
を
成
さ
な
い
と
看
倣
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
当
面
の
魂
の
動
静
は
「
恋

　
（
エ
ロ
ー
ス
）
」
よ
り
も
「
孤
独
」
に
在
る
と
云
う
こ
と
に
な
り
、
「
恋
人
が
奏
で
」

（
第
八
句
中
）
よ
り
も
「
孤
独
な
者
が
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ
）
／
彼
方
の
友
を

　
(
Ｆ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
)
」
（
第
八
句
Ｉ
第
九
句
）
に
む
し
ろ
重
心
が
懸
か
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
孤
独
」
を
単
に
心
理
上
の
事
実
ど
考
え
る
な
ら
ば
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
は
゛
、
「
淋
し
い
」
少
』
か
「
一
人
ぽ
っ
ち
だ
」

な
ど
と
云
う
巷
の
感
傷
や
感
慨
で
量
る
に
は
、
余
り
に
慎
ま
し
い
謹
厳
さ
に
満
ち
て

い
る
。
つ
ま
り
直
接
そ
の
よ
う
な
心
の
動
き
が
表
立
た
ず
、
情
念
（
パ
ト
ス
）
は
目

立
た
ず
意
識
の
水
底
を
悠
然
と
力
強
く
流
れ
て
い
る
。
こ
の
「
生
け
る
静
謐
（
ｄ
ｉ
ｅ

ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ブ
を
鮒
う
の
が
「
竪
琴
の
音
（
Ｓ
ａ
ｉ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
p
i
e
l
）

ｊ
（
第
七
句
）
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

彼
方
か
ら
耳
に
す
る
だ
け
で
、
た
と
え
嘆
き
悲
し
ん
だ
折
と
て

　
球
馳
μ
Ｊ
ら
と
歌
声
は
ヽ
私
の
心
を
直
ち
に
獣
さ
せ
可
・

　
　
　
　
　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
気
む
ず
か
し
い
人
々
」
第
一
節
、
第
一
句
１
第
二
句
）

「
竪
琴
の
音
（
’
ｒ
ぐ
ｌ
）
」
と
は
文
字
通
り
「
詩
篇
」
の
聖
歌
（
７
巴
ヨ
）
に
通
ｔ
、

こ
の
謹
厳
な
「
旧
約
聖
書
」
の
慎
ま
し
く
も
力
強
い
調
べ
が
苦
難
の
民
の
心
を
支
え

る
様
に
、
歌
心
に
静
か
に
働
き
か
け
る
楽
音
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
「
孤
独
」
（
第

八
句
）
と
て
も
敢
て
外
に
心
情
吐
露
さ
れ
る
の
で
は
々
く
、
む
し
ろ
内
に
範
も
り
魂
の

水
底
へ
と
沈
潜
し
、
こ
の
深
沈
の
「
彼
方
」
に
始
め
て
問
わ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
「
彼
方
」
と
は
何
処
か
或
る
所
と
云
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
何
処
で
も
な
い
「
彼
方
」

す
な
わ
ち
空
無
の
彼
方
と
考
え
ら
れ
る
。
と
言
う
こ
と
■
Ｈ
決
し
て
次
の
よ
う
な
晴
や

か
に
「
光
の
上
高
く
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
な
目
先
の
・
「
彼
方
」
で
は
な
い
。

一
九
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
［
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
三
　
（
高
橋
）

そ
し
て
さ
ら
に
い
や
高
く
光
町
上
に
、
い
と
雛
ら
の

至
福
の
神
は
住
ん
で
聖
な
る
光
の
嬉
戯
屹
確
ぶ
。

ひ
そ
や
か
に
神
は
ひ
と
り
住
む
、
そ
の
容
貌
明
ら
け
く

エ
ー
テ
ル
の
世
界
よ
り
生
命
を
授
け
ん
と
身
を
か
が
め
、
ｏ

つ
ね
に
つ
ね
に
喜
び
を
わ
れ
ら
が
上
に
創
り
出
さ
ん
と
す
稲
ご

　
　
　
　
　
　
　
し
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
帰
郷
」
第
二
節
、
第
二
一
句
１
第
二
四
句
）

此
所
に
歌
わ
れ
て
い
’
る
「
至
福
の
神
」
に
関
し
て
手
塚
富
雄
聡
で
は
、
「
バ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
」
第
四
節
の
第
六
五
句
等
に
見
ら
れ
る
「
父
な
る
エ
ー
テ
ル
」
と
同
義
で
あ

る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
こ
の
解
を
支
持
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の

　
「
父
な
る
神
気
エ
ー
テ
ル
（
ギ
リ
シ
ア
風
に
は
ア
イ
テ
ー
ル
）
」
へ
と
至
る
「
至
福

な
泌
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
以
下
）
の
詩
想
の
基
調
が
、
「
空
鉦
を
孕
む
内
面
の
飛

翔
『
に
他
な
ら
な
い
と
私
に
は
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｉ
χ
Ｓ
３

　
当
該
の
「
孤
独
」
（
第
八
句
）
の
基
底
に
も
、
こ
の
空
無
を
孕
む
心
魂
の
「
彼
方
」

へ
の
放
下
が
私
に
は
見
え
る
。
詰
ま
る
所
こ
の
「
彼
方
」
と
は
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ

ア
」
と
し
て
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
に
過
去
の
死
圏
か
ら
立
ち
現
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
此
所
で
「
至
福
」
と
は
正
に
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
の
植
頭
と
共
に
没
落
し
た

故
に
こ
そ
こ
う
呼
ば
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
そ
の
心
意
識
に
呑
み
込
ま
れ
古
典

古
代
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
「
そ
し
て
さ
ら
に
い
や
高
く
光
の
上
に
　
い
と
浄
ら
の
至

福
の
神
」
・
（
註
（
1
0
）
）
の
如
く
祭
り
上
げ
ら
れ
る
た
め
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
孤

独
」
の
「
彼
方
」
と
は
、
甘
美
な
浪
漫
風
夢
想
を
喚
起
す
る
よ
う
な
無
限
の
憧
憬
の

果
て
を
意
味
せ
ず
、
む
し
ろ
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
で
知
者
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
が
落
ち

て
ゆ
く
如
き
、
心
の
水
底
の
空
界
を
指
し
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
魂
は
正
に
こ
の

空
無
の
「
彼
方
」
へ
と
放
下
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
「
彼
方
」
へ
と
放
下
し
た
魂
の
動
静
を
考
量
す
る
上
で
、
興
味
深
い
の
が
エ

″
ク
ハ
ル
ト
の
云
う
「
離
在
（
Ａ
ｂ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
)
ｊ
で
あ
る
。

　
　
私
は
多
く
の
書
物
を
読
ん
で
み
た
。
異
教
の
師
た
ち
の
も
の
も
、
預
言
者
た
ち
の
も
の
も
、

　
　
旧
約
聖
書
も
新
約
聖
書
も
読
ん
で
み
た
。
そ
の
際
私
が
全
心
を
傾
倒
し
て
真
剣
に
探
求
し



二
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
六
巻
　
（
一
九
八
七
年
）
・
人
文
科
学

た
の
は
、
最
高
最
善
の
徳
、
す
な
わ
ち
人
を
最
も
よ
く
最
も
密
接
に
神
に
結
び
つ
け
る
よ

う
な
徳
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
神
が
そ
の
本
性
に
よ
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の

と
同
じ
も
の
に
人
が
神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
成
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

徳
が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
。
人
が
神
の
う
ち
に
あ
っ
た
時
の
そ
の
原
像
、
神
が
被
造
物

を
創
る
以
前
に
お
い
て
人
と
神
と
の
間
に
如
何
な
る
区
別
も
な
か
っ
た
よ
う
な
そ
の
原
像

と
の
最
も
大
き
な
合
致
に
至
る
た
め
の
徳
は
一
体
ど
の
よ
う
な
徳
で
あ
る
か
。
そ
の
よ
う

に
し
て
、
私
の
理
性
が
な
し
得
、
私
の
理
性
が
認
識
し
得
る
限
り
、
あ
ら
ゆ
る
書
物
を
徹

底
的
に
探
求
し
て
来
た
が
、
そ
。
こ
で
私
が
見
い
。
出
し
た
こ
と
は
・
、
純
粋
な
離
在
(
l
ｕ
t
ｅ
ｒ
i
ｕ

ａ
ｂ
ｅ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
)
は
す
べ
て
を
凌
駕
す
る
と
。
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
他
の
徳
が
す
べ
て
被
造
物
へ
の
何
ら
か
の
関
心
を
も
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

離
在
は
Ｉ
切
丿
被
造
物
を
脱
却
し
て
い
る
か
ら
々
あ
Ｉ
ヅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
』
一

　
　
　
　
　
　
　
　
∵
。
＜
　
　
ご
　
　
（
エ
７
　
ク
バ
ル
ト
「
離
在
に
つ
い
て
」
冒
頭
ダ

例
え
ば
神
の
ひ
と
り
子
キ
リ
ス
ト
を
「
純
粋
な
離
在
」
に
お
い
て
見
る
な
ら
ば
、
敢

て
人
の
子
へ
と
受
肉
し
受
難
し
、
正
に
父
な
る
神
か
ら
離
れ
て
在
る
点
が
注
目
さ
れ

　
「
新
約
聖
書
」
に
収
め
ら
れ
た
「
マ
タ
イ
福
音
書
」
第
二
七
章
の
第
四
六
節
以
下

に
は
こ
う
あ
る
。

福
音
史
家

イ
エ
ス

「
：
：
：
　
し
て
第
九
時
（
昼
三
時
頃
）
に
イ
エ
ス
は
声
高
く
叫
び
言
っ
た
。
」

「
エ
ー
リ
ー
・
エ
ー
リ
ー
・
ラ
ー
マ
ー
・
ア
ザ
ブ
タ
ー
ニ
ー
？
」

福
音
史
家
「
こ
れ
は
つ
ま
り
、
「
わ
が
神
、
わ
が
神
、
な
ぜ
汝
は
私
を
離
れ
て
在
る
の
か
？
」

　
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
　
…
…
」

合
唱

福
音
史
家

か此
回

「
待
て
、
エ
リ
ア
が
来
臨
し
、
イ
エ
ス
を
救
う
か
ど
う
か
見
て
い
よ
う
。
」

（
だ
が
イ
エ
ス
は
再
び
大
声
で
叫
び
ヽ
そ
し
て
事
切
れ
匹
）
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
（
バ
ッ
ハ
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
第
七
一
）

訳
さ
れ
る
動
詞
で
、
例
え
ば
ル
タ
ー
訳
ド
イ
ツ
語
(
ｖ
ｅ
ｒ
l
a
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
　
)

は

第
二
十
二
歌
に
見
ら
れ
る
「
ア
ー
ザ
ブ
（
離
在
）
」
は
、
別
に
「
島
Ｉ

こ
の
両
義
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
な
ら
ば
何
故
に
「
見
捨
」
と
か
「
離
脱
」
（
註
（
1
3
）
）

と
せ
ず
に
「
離
在
」
と
す
る
か
と
云
う
と
、
こ
の
言
い
方
が
秘
蔵
に
「
隠
れ
た
神
（
エ

ー
ル
゛
ミ
ス
タ
テ
ー
乙
）
」
の
荘
厳
を
語
る
に
、
他
の
場
合
よ
り
も
適
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
　
一
　
　
　
．

他
方
「
捨
」
と
か
「
脱
」
の
方
は
主
意
に
根
ざ
す
故
に
「
隠
れ
た
神
（
Ｕ
ｅ
ｕ
ｓ

゛
ｇ
８
乱
ぼ
な
）
」
の
静
謐
に
相
応
し
く
な

s
ｃ
ｏ
ｎ
ｄ
ｉ
ｔ
ｕ
ｓ
)
　
ｊ
の
静
謐
に
相
応
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

実
に
「
隠
れ
た
神
(
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
ｉ
）
」
こ
そ
ヽ
当
該
の
思
想
詩
「
パ

ン

と
ぶ
ど
う
酒
」
゛
の
焦
眉
の
急
キ
リ
ス
ト
像
の
姿
で
も
あ
り
、
こ
れ
は
第
八
節
で
「
静

か
な
が
痢
(
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｔ
i
l
l
e
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｎ
ｉ
ｕ
ｓ

１
）
」
と
し
て
「
現
わ
れ
で
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ
･
＾
　
i
「
か

つ
消
え
た
(
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ｗ
ａ
ｎ
ｄ
ｌ
　
ｊ
と
歌
わ
れ
ヽ
正
に
か

ｉ

の
明
暗
が
濃
淡
細
や
か
に

織
り
成
さ
れ
た
『
「
隠
れ
働
く
静
か
な
神
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｔ
i
l
l
e
ｒ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
'
　
･
■
･
　
　
　
　
／
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｐ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
-

w
i
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
　
)
　
ｊ
と
な
柘
ぶ
成
程
こ
の
「
隠
れ
働
く
榊
」
は
実
在
(
Ｓ
ｕ
ｂ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｚ
）
な
い

ぬ
月
影
｡
　
（
Ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
）
　
の
如
き
仮
象
（
、
シ
ャ
イ
ン
）
と
し
に
て
「
離
在

　
（
Ａ
ｂ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
)ｊ
に
住
ま
う
。
だ
が
決
し
て
人
間
を
「
離
脱
」
な
い
し
「
解

脱
」
し
て
お
ら
ぬ
し
、
ま
し
て
や
世
を
「
捨
」
て
た
り
、
人
を
「
見
捨
」
て
た
り
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
然
り
気
な
く
何
時
と
は
無
し
に
「
隠
れ
働
く
」
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
話
題
の
「
孤
独
」
（
第
八
句
）
が
繋
が
る
の
は
、
こ
の
「
隠
れ
た
神
」
の
「
離
在
」

と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
十
字
架
上
の
キ
リ
ス
ト
（
註
（
1
4
）
）
に
倣
い
「
何
処
に
も

安
ら
わ
ぬ
」
（
註
（
５
）
）
と
思
わ
れ
る
「
孤
独
な
者
「
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｎ
己
」

　
（
２
）
）
　
が
目
指
す
の
は
、
眼
前
の
「
安
ら
ぎ
（
・
：
　
２
Ｋ
　
・
：
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ

/へ
註

～
耳
　
・
：
）
」
（
第
一
句
、
第
三
句
、
第
六
句
）
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
神
白
身
「
晋
こ
」

た
る
「
安
ら
ぎ
（
ｌ
ｌ
）
」
に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
を
こ
そ
正
に
「
堅
忍
不
抜
の
心

で
待
ち
望
む
」
（
註
（
７
）
）
　
の
で
あ
る
。

　
　
私
達
は
汝
の
神
聖
な
偉
容
に
安
ら
わ
ん
(
　
ｒ
ｅ
ｑ
ｕ
i
e
t
ｕ
ｒ
ｏ
こ
と
待
ち
望
む
。
汝
は
　
・
：

　
　
常
に
安
ら
ぎ
て
(
ｑ
ｕ
i
e
t
ｕ
ｓ
　
)
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
（
神
よ
）
、
汝
の
安
ら
ぎ
は
汝
自
身
な

　
　
の
だ
か
ら
(
t
ｕ
ａ
　
ｑ
ｕ
i
e
ｓ
　
t
ｕ
　
l
p
ｓ
ｅ
　
ｅ
ｓ
.
)
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
「
告
白
」
終
結
部
）

「
眼
前
に
無
い
」
（
註
（
７
）
）
「
安
ら
ぎ
（
ル
ー
エ
）
」
つ
ま
り
「
神
自
身
」
へ
と
至



る
道
は
、
目
下
「
離
在
」
に
懸
か
る
「
孤
独
」
に
存
す
る
と
言
え
よ
う
。

圓
　
噴

九

泉

u
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ

一
〇
　
I
m
m
e
ｒ
Ｑ
ｕ
i
l
l
e
n
d
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｆ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｎ
　
ｄ
ｕ
f
t
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｂ
ｅ
ｅ
t
.

九

　
　
　
プ
ル
ネ
ン

し
て
噴
泉
が

一
〇
　
泗
々
と
湧
き
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
避
り
、
芳
香
に
匂
う
花
壇
を
霧
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
、
第
九
句
１
第
一
〇
句
）

　
今
ま
で
扱
っ
た
第
九
句
「
若
き
日
を
偲
び
つ
つ
」
（
〔
五
〕
剛
（
２
）
）
ま
で
、
詩

想
は
・
「
安
ら
ぎ
（
ル
ー
エ
）
」
に
向
か
っ
て
い
た
。
思
想
詩
冒
頭
の
都
市
像
に
見
ら

れ
る
眼
前
の
「
安
ら
ぎ
（
…
　
　
　
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
…
　
　
　
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
：
　
ｇ
ｇ
　
…
）
」
（
第
一
句
、

第
三
句
、
第
六
句
）
は
、
ひ
き
続
く
第
七
句
か
ら
詩
想
が
主
情
の
色
合
い
を
帯
び
一

層
と
内
面
化
す
亀
に
至
り
、
単
に
目
下
の
生
前
の
「
安
ら
ぎ
」
の
み
な
ら
ず
、
更
に

呪
後
永
生
の
魂
の
「
安
ら
ぎ
」
に
他
な
ら
ぬ
「
神
自
身
」
（
〔
五
〕
剛
（
2
5
）
）
を
も

何
時
と
は
な
し
に
目
指
し
て
い
た
。
こ
れ
が
「
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
」
（
第
八
句
）
と
か

　
「
孤
独
」
（
第
八
句
）
　
へ
と
心
が
深
沈
す
る
淵
源
で
あ
る
。

　
眼
前
で
あ
れ
永
世
で
あ
れ
「
安
ら
ぎ
」
を
目
指
す
詩
想
は
、
蓋
し
第
九
句
の
繋
辞

　
「
七
て
（
ウ
ン
ト
）
」
を
機
に
転
調
し
、
前
述
の
「
離
在
(
Ａ
ｂ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
　
ｊ

（
剛
（
1
3
）
）
の
彼
方
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
遠
く
深
い
空
無
の
色
調
と
鮮
明
に
明
暗
を

織
り
成
し
て
、
・
「
噴
泉
が
／
浴
々
と
湧
き
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
辺
り
」
（
第
九

句
－
第
一
〇
句
）
　
つ
つ
生
成
し
て
く
る
。
但
し
こ
の
生
成
は
映
像
を
以
て
視
覚
に
立

ち
現
わ
れ
ゐ
形
成
で
は
な
く
、
空
無
な
す
「
離
在
」
の
彼
方
へ
と
静
聴
す
る
内
耳
に

響
き
生
育
し
て
来
る
意
識
の
流
れ
で
あ
る
。

-

一

一

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
三
　
‐
（
高
橋
）

　
「
噴
泉
（
ｓ
乱
～
弓
ｇ
）
」
（
第
九
句
）
は
、
空
無
へ
と
皮
下
し
た
心
魂
を
大
地

と
し
て
、
こ
の
奥
底
か
ら
「
酒
々
と
湧
き
（
Ｆ
ｍ
ｅ
ｒ
ｑ
ｕ
i
l
l
e
n
d
　
）

ｊ
（
第
一
〇
句
）
で

て
く
る
。
恐
ら
く
砂
漠
の
民
に
と
り
、
「
生
け
る
水
の
噴
泉
(
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
　
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ

w
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｒ
ｓ
　
)
　
ｊ
　
　
　
Ｃ
創
世
記
」
第
二
六
章
、
第
一
九
節
）
は
、
こ
の
様
な
も
の
を
意
味

し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
「
生
け
る
水
「
マ
イ
ム
ー
ハ
イ
ー
≒
」
が
ヽ
正
に

　
「
生
け
る
神
（
エ
ロ
ヒ
ー
ム
’
ハ
イ
ー
長
）
」
に
繋
が
り
、
例
え
ば
預
言
者
エ
レ
ミ

ヤ
に
と
り
唯
一
神
イ
ェ
ホ
ヴ
ア
心
）
こ
そ
ヽ
こ
の
「
生
け
る
水
（
マ
イ
ム
ー
ハ
イ
ー
ム
）

の
源
泉
＾
ム
コ
ー
公
）
」
に
他
な
ら
な
か
゜
た
の
で
あ
る
。

　
当
該
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
い
て
ぃ
魂
に
「
生
け
る
源
泉
(
ｄ
ｉ
ｅ

一
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｑ
ｕ
e
l
一
ご
）
」
は
確
か
に
「
近
い
、
と
同
時
に
把
握
し
難
い
神
自
身
(
Ｎ
ａ
ｈ

ｉ
ｓ
ｔ
　
／
　
Ｕ
ｎ
ｄ
　
ｓ
ｃ
ｈ
w
ｅ
ｒ
　
ｚ
ｕ
　
ｆ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
)
）
」
に
似
る
故
に
ヽ

Ｚ

皿

回

ごフ

a>

T
ｒ
ａ
ｇ
ｔ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｕ
ｅ
.
　
ａ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｑ
ｕ
e
l
l
e
　
ｚ
ｕ
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｎ
;

幾
多
の
者
は

か
し
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ぱ
　
（
９
）

畏
み
、
源
泉
へ
と
赴
く
を
憚
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
追
想
」
第
四
節
、
第
三
八
句
Ｉ
第
三
九
句
）

「
源
泉
（
ク
ヴ
ェ
レ
）
」
と
は

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
場
合
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア

　
ぶ
医
ぞ
゛
９
１
１
Ｒ
Ｉ
う
）
」
を
ヽ
す
な
わ
ち
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
の
淵
源

な
す
古
典
ギ
リ
シ
ア
を
指
す
。
こ
の
古
典
精
神
は
西
欧
意
識
に
と
り
、
「
近
い
、
と

同
時
に
把
握
し
難
い
」
（
註
（
８
）
）
と
言
え
る
。
つ
ま
Ｊ
墳
識
の
奥
底
深
く
根
を
お

ろ
し
全
く
身
近
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
巷
の
裸
体
女
神
勅
の
よ
う
に
卑
近
と
さ
え

看
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
（
エ
Ｌ
ト
ス
）
な
す
偉
容
（
ダ
イ
モ
ー
ン
）

は
安
直
な
分
別
が
「
畏
み
憚
か
る
」
（
註
（
９
）
）
も
の
で
あ
る
。

　
同
様
に
「
神
自
身
」
（
註
（
８
）
）
た
る
キ
リ
ス
ト
も
、
在
り
来
た
り
の
受
難
劇
や



　
（
Ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
i
l
l
ｔ
ｅ
ｓ
　
）
’
潜
ま
ら
ぬ
も
の

噴
泉
が
／
泗
々
と
湧
き
、
清
冽
な
水

r
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
…
　
　
　
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｔ
　
　
-

'
Ｔ
　
r
　
（
第
一
句
、
第
三
句
、
第
六
句
）
を
目
指
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ
’
ｆ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
そ

欠
な
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
の
「
噴
泉
」
（
第
九
句
）
　
の
意
味
は
大
き
い
。
し
か
も

　
　
　
　
プ
ル
ネ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｓ

こ
の
「
噴
泉
」
で
以
て
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
は
始
め
て
、
自
然
の
生
成
の

息
吹
き
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
尚
更
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

二
二

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
六
巻
　
（
一
九
八
七
年
）
　
人
文
科
学

十
字
架
像
で
喧
伝
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
縁
遠
い
存
在
と
し
て
「
隠
れ
た
神
」
（
〔
五
〕

１ぐ
　
ノ
“
ｘ
　
メ
４
ｊ
ｌ
χ
Ｎ
　
　
　
　
　
　
『
　
一
　
ｊ
・
。
　
ヽ
ヽ
ｗ
　
。
。

ど
う
酒
￥
中
央
部
の
祝
祭
空
間
を
言
わ
ば
浄
罪
界
と
し
て
、
始
め
て
詩
想
は
「
隠
れ

働
く
静
か
な
神
」
（
〔
五
〕
ｍ
（
2
3
）
）
と
な
る
キ
リ
ス
ト
像
を
目
指
す
。
当
該
の
「
袖
々

と
湧
く
噴
泉
「
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
　
／
　
Ｉ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｑ
ｕ
i
一
ｉ
こ
」
（
註
Ｔ
）
）
の
「
源
泉
「
９
１
こ
」

を
考
え
る
場
合
に
も
、
こ
の
様
な
心
の
働
き
は
無
視
・
で
き
な
い
と
言
え
る
。
つ
ま
り

目
前
の
都
市
像
、
具
体
的
に
は
南
西
ド
イ
ツ
の
都
市
シ
ュ
ト
ウ
″
ト
ガ
ル
ト
の
Ｉ
町
中

茲
Ｔ
（
2
0
）
）
と
な
允
だ
が
古
典
ギ
リ
ヽ
ン
ア
訃
郎
心
奢
卦
莉
る
「
パ
ン
と
ふ

｀
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、
シ
ー
ユ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
内
に
散
見
さ
れ
る
現
実
の
。

「
噴
泉
」
も
無
視
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
第
九
句
の
「
噴
泉
」
も
他
の
詩
歌
象
徴
、

例
え
。
ば
（
思
慮
深
い
家
長
べ
）
＾
第
四
句
゛
と
同
じ
く
ヽ
単
な
る
空
想
や
観
念
の
産
物

な
の
で
は
な
く
、
正
に
当
時
の
生
き
た
現
実
と
協
和
し
合
う
表
現
と
看
倣
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
実
際
に
今
日
で
も
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
国
鉄
中
央
駅
か
ら
南
西
方
向

へ
、
シ
ラ
ー
広
場
か
ら
市
庁
舎
前
広
場
（
マ
ル
ク
ト
）
を
経
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
生
家

　
（
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
通
り
五
三
番
地
）
あ
た
り
迄
、
千
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ば
な
い
旧

市
街
中
心
部
を
散
策
す
る
だ
け
で
も
、
十
ケ
所
を
下
ら
な
い
「
噴
泉
」
を
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
砺
・
恐
ら
く
水
道
の
な
か
っ
た
当
時
一
八
〇
〇
年
頃
に
は
、
こ
れ
以

　
　
　
　
　
ブ
ル
ネ
ッ

上
の
数
の
「
噴
泉
が
／
泗
々
と
湧
き
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
辺
り
、
芳
香
に
匂

う
花
壇
を
箔
し
Ｉ
（
第
九
句
－
第
一
〇
句
）
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

‘
の
そ
ご
此
所
に
散
見
さ
れ
る
「
噴
泉
（
゛
～
弓
Ｌ
Ｊ
）
」
’
を
い
く
ら
探
し
た
と
て
ヽ

う
花
壇
を
箔
し
」
（
第
九
句
－
第
一
〇
句
）

　
「
万
物
の
根
源
は
水
で
あ
る
」
（
タ
レ
ー
ス

の
そ
こ
此
所
に
散
見
さ
れ
る
「
噴
泉
（
叩
§
―
。
）
、
」
・
を
い
く
ら
探
し
た
と
て
、
そ

の
‘
一
「
浩
々
と
湧
く
呪
射
い
（
第
九
句
－
第
「
○
句
」
「
の
「
源
泉
（
ク
ヴ
ェ
レ
）
」
か
が

　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ｓ
　
　
　
　
｀
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

に
無
け
れ
。
ば

、
十
全
に
当
面
の
詩
想
は
汲
み
取
れ
な
い
の
で
｀
あ
’
る
。
〈
　
　
▽

　
　
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

れ
ど
　
(
　
”
Ａ
ｐ
ｉ
ａ
ｒ
ｏ
ｖ
　
　
　
ｕ
ｅ
ｖ

て
い
る
様
に
、
天
地
自
然
の

て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
よ
か
、
「
こ
の
上
な
く
貴
き
は
水
な

ご
心
に
こ
り
）
」
（
ピ
ン
ダ
ロ
ス
）
と
古
来
言
わ
れ

い
き
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

生
物
に
と
り
「
水
」
は
貴
重
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
不
可

る
。
つ
ま
り
今
ま
で
「
都
市
」
の
「
街
路
」
（
第
一
句
）
と
か
、
「
松
明
」
や
「
馬
車
」

（
第
二
句
ｙ
、
更
に
「
人
々
」
（
第
三
句
）
や
「
家
長
」
（
第
四
句
）
と
か
或
は
「
広
場

の
市
場
」
―
）
（
第
六
句
゛
や
『
庭
園
』
）
＾
第
七
句
゛
な
ど
ヽ
様
々
な
形
象
が
思
想
詩
冒

頭
の
都
市
像
を
彩
っ
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
皆
あ
く
ま
で
各
々
人
間

の
生
活
空
間
に
限
定
さ
れ
た
表
象
に
留
ま
り
、
当
該
の
「
噴
泉
」
（
第
九
句
）
の
如

く
天
地
自
然
の
奥
底
と
は
繋
が
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

’

　
蓋
し
当
の
「

呪
射

」
は
大
地
の
奥
底
の
み
な
ら
ず
、
前
述
の
如
く

を
心

の
「
離
在
」

（
〔
五
〕
ｍ
（

1 3
）
）
　
へ
と
改
心
に
し
た
心
の
奥
底
か
ら
も
「
泗
々
と
湧
き
」
（
第
一
（
一
）
句
）

で
て
来
る
～
生
け
る
源
泉
」
（
註
（
７
）
）
で
も
あ
る
。

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ａ

　
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
t
.
i
ｓ
t
-
ｅ
ｓ
:

ｎ
ｕ
ｎ
　
ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
l
a
ｕ
t
ｅ
ｒ
　
a
l
l
e
　
ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
.
　
Ｕ
ｎ
ｄ
　
ａ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｎ
^
ｉ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ

　
　
Ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
t
i
l
l
ｔ
ｅ
ｓ
｡
　
Ｕ
ｎ
ｓ
t
i
l
l
b
a
ｒ
ｅ
ｓ
　
i
ｓ
ｔ
　
i
n
　
m
i
ｒ
;
　
ｄ
ａ
ｓ
　
w
i
l
l
　
l
a
ｕ
t
　
w
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
.

　

　
･
･
一
一
一
一

　
　
あ
る
密
か
な
ら
ざ
る
も
の
、
潜
ま
ら
ぬ
も
の
が
私
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
が
声
高
な
ら
ん
と

　
　
す
る
゜
｀
゜
：
陥
）

　
　
　
（
ニ
ー
チ
エ
「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
う
語
っ
た
」
第
二
部
、
第
九
章
「
夜
の
歌
」
）

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
で
文
字
通
り
「
ひ
そ
や
か
に
（
゛
Ｌ

Ｊ
）」

（
第
一
句
゛
と

歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
冒
頭
の
都
市
像
の
基
調
は
「
安
ら
ぎ
（
…
　
　
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ

夜
だ
。

だ
。

今
や
語
る
弥
々
声
高
に
、
迢
る
噴
泉
が
皆
。
し
て
又
わ
が
魂
も
、
辺
る
噴
泉
な
の

こ
れ
と
は
逆
方
向
に
「
密
か
な
ら
ざ
る
も
の

　
（
ｇ
Ｅ
一
Ｆ
ａ
）
」
（
註
（
2
1
）
）
　
と
し
て
「

し
ぶ
き
を
あ
げ
辺
り
」
（
第
九
句
Ｉ
第
一
〇
句
）
　
つ
つ
生
成
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
噴
泉
」
（
第
九
句
末
尾
）
　
へ
と
至
る
詩
想
展
開
を
詳
し
く
見

て
み
る
と
、
「
若
き
日
」
や
「
彼
方
の
友
」
へ
の
追
想
に
繋
が
り
な
が
ら
、
「
し
て
噴

泉
が
」
と
第
九
句
は
流
れ
て
い
る
。



－

○九八七

だ
が
他
方
、
竪
琴
の
か
が
彼
方
の
庭
園
か
ら
響
い
て
来
る
・
恐
ら
く
は
｀

　
そ
こ
で
恋
人
が
奏
で
、
滅
は
孤
独
な
者
が
　
　
　
　
　
　
プ
ル
ネ
ン
　
コ
　
　
　
’
『

彼
方
の
友
を
想
い
つ
つ
、
ま
た
若
き
日
を
偲
び
つ
つ
。
し
て
噴
泉
が
　
ド
る
お
　
　
。
よ
召

　
酒
泰
と
湧
き
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
送
り
、
芳
香
に
匂
う
花
壇
を
箔
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
、
第
七
句
－
第
「
○
句
」

第
「
○
句
末
尾
に
云
う
「
花
壇
（
切
寅
）
」
は
、
諸
処
の
「
庭
園
（
ｐ
ユ
ｇ
）
」
（
第

七
句
）
に
附
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
彼
方
の
友
を
想
い
つ
つ
、
ま

た
若
き
日
を
偲
び
」
（
第
九
句
）
な
が
ら
、
「
安
ら
ぎ
」
に
包
ま
れ
て
時
空
を
温
か
遠

く
ま
で
、
「
泗
々
と
湧
き
」
（
第
一
〇
句
）
・
い
ず
る
想
念
が
、
あ
た
か
も
「
噴
泉
」
（
第

九
句
）
の
如
く
「
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
遊
り
」
（
第
一
〇
句
）
で
て
来
る
の
で

あ
る
。

　
「
何
と
我
々
は
、
か
く
も
至
福
（
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
／
・
（
一
七
九
〇

年
頃
の
テ
ュ
ー
ビ
。
ン
グ
ン
神
学
院
で
忿
ア
カ
デ
リ
メ
イ
ア
風
の
交
友
よ
ヽ
に
Ｊ
）
」

と
詩
人
の
三
歳
年
長
マ
ー
ゲ
ナ
ウ
（
一
七
六
七
年
一
一
八
四
六
年
）
が
物
語
る
「
庭

園
｛
Ｇ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
｝
の
傍
を
流
れ
て
い
た
所
謂
「
哲
学
者
の
噴
泉
(
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｅ
ｎ
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
-

」
」
が
此
所
で
思
い
併
さ
れ
る
。
～
の
「
庭
園
」
（
第
七
句
）
と
「
噴
泉
」
（
第

九
句
）
の
み
な
ら
ず
、
販
時
に
「
若
き
日
」
の
「
彼
方
の
友
」
（
第
九
句
）
に
も
結

び
つ
く
、
マ
ー
ゲ
ナ
ウ
の
回
想
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。

今
や
シ
ラ
ー
の
歌
「
歓
喜
に
寄
す
(
　
Ａ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
　
)
■
が
歌
。
い
出
さ
れ
ん
と
し
て
い
た
。

だ
が
ヘ
ル
だ
り
リ
ン
は
望
ん
だ
。
僕
た
ち
が
ま
ず
（
詩
神
ム
ー
サ
達
と
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ

ロ
ー
ン
に
縁
あ
る
）
カ
ス
タ
リ
ア
ー
源
泉
(
ｋ
ａ
ｓ
t
a
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｑ
ｕ
e
l
l
e
)
で
、
自
分
た
ち
の

謳
池
を
皆
ぬ
ぐ
い
浄
め
る
べ
き
こ
と
を
。
庭
園
の
傍
を
流
れ
’
て
い
た
所
謂
「
哲
学
者
の

噴
泉
」
、
こ
れ
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
云
う
「
カ
ス
タ
ー
ア
ー
源
泉
(
ｋ
ａ
ｓ
t
a
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｑ
ｕ
e
l
l
）
」

だ
っ
た
。
｀
僕
た
ち
は
庭
園
を
通
り
、
源
泉
へ
と
赴
き
、
顔
と
手
を
洗
っ
た
。
荘
重
に
ノ
イ

フ
ァ
ー
は
悠
然
と
歩
を
進
め
た
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ

不
浄
な
者
は
誰
一
人
歌
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
？

二
三

’
Ｉ
リ
ン
が
言
う
こ
ま
、
「
こ
の
シ
ラ
ー
の
歌
を

と
の
こ
と
で
あ
乙
『
。

　
　
　
　
’
（
マ
ー
ゲ
ナ
ウ
「
交
友
回
想
録
‘
」

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
．
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
三

‘
・
（
高
橋
）

興
味
深
い
の
は
此
所
で
「
源
泉
」
な
す
「
呪
射
」
が
、
何
よ
り
「
浄
め
（
「
ｌ
ｌ
ロ
」
」
と

結
び
つ
・
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
辺
り
」
（
第
一
〇
句
）
と

あ
る
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
一
節
が
注
目
に
値
す
る
。

コ
目
立
た
ぬ
が
力
強
い
こ
の
箇
所
は
、
恐
ら
く
同
節
の
第
二
句
と
対
比
す
る
時
、
一

層
と
内
実
の
意
味
が
響
き
と
形
象
と
と
も
に
浮
き
彫
。
り
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
’

　
二
　
Ｕ
ｎ
ｄ
｡
　
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
Ｑ
ｋ
ｔ
｡
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
.

　
二
　
し
て
訃
明
に
飾
ら
れ
て
騒
挟
と
馬
車
は
疾
駆
し
過
ぎ
去

ヤ

－
○九○九

u
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ

’
Ｉ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｑ
ｕ
i
l
l
e
n
d
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｆ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｎ
　
ｄ
ｕ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｂ
ｅ
ｅ
t
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
　
し
て
噴
泉
が
　
　
　

<
^
(
９
≪

酒
々
と
湧
き
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
辺
り
、
芳
香
に
匂
う
花
壇
を
霜
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
、
第
二
句
と
、
第
九
句
‐
第
「
○
句
」

第
二
句
も
第
一
〇
句
も
同
じ
本
動
詞
(
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

前
者
は
文
字
通
り
「
過
ぎ
去
る
（
ぼ
ｌ
ａ
）
」
（
第
二
句
末
尾
）
と
云
え
る
「
消
滅

(
Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）

ｊ
を
示
し
、
後
者
は
「
酒
々
と
湧
き
（
Ｉ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｑ
ｕ
i
l
l
e
n
d
　
）

ｊ
（
第
一

〇
句
）
い
ず
る
「
生
成
(
Ｗ
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
）
ｊ
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
明
暗
を
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
自
身
の
言
葉
で
語
る
と
、
「
生
成
と
消
滅
、
つ
ま
り
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も

の
(
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
　
i
m
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｉ
　
ｊ
と
表
現
で
き
る
。

　
此
所
で
の
「
滅
び
と
生
成
」
の
明
暗
は
、
只
今
述
べ
た
「
過
ぎ
去
る
」
と
「
酒
々

と
湧
き
」
の
対
比
の
み
な
ら
ず
、
「
松
明
に
（
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
）
ｊ
と
「
芳
香
に
匂
う

花
壇
を
（
ａ
ｎ
　
ｄ
ｕ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｂ
ｅ
ｅ
ｔ
）
」
と
の
、
「
飾
ら
れ
て
(
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｆ
ｌ
ｋ
こ
）
と
「
清

冽
々
（
’
ｌ
ｇ
）
」
と
の
対
比
に
よ
り
鮮
明
に
彩
ら
れ
て
、
各
々
の
主
語
な
す
「
馬

車
(
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
）
」
と
「
噴
泉
（
―
？
§
ｇ
ロ
）
」
’
と
に
象
徴
さ
れ
る
両
界
の
「
調

和
あ
る
対
立
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｉ
ｔ
ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｚ
ｔ
ｅ
）
　
ｊ
を
織
り
成
し
て
い
る
・
こ



二
四
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
六
巻
　
（
一
九
八
七
年
）
　
人
文
科
学

の
「
対
立
」
は
成
程
ど
ぎ
つ
く
無
い
の
で
は
あ
る
が
、
但
し
鋭
い
対
立
と
考
え
ら
れ

る
。
殊
に
前
述
の
「
浄
め
」
（
註
（
2
5
）
）
を
考
え
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
層

と
深
く
挾
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
別
齢
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
松
明
に
飾
ら
れ
た
馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
」
（
第

二
句
）
　
の
は
、
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
首
都
シ
ュ
ト
ウ
″
ト
ガ
ル
ト
に
建
て
ら

‘
れ
た
宮
殿
の
傍
に
あ
る
宮
廷
オ
ペ
ラ
劇
場
、
す
な
わ
ち
門
閥
た
る
特
権
階
級
専
用
の

歓
楽
の
館
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
華
麗
な
言
わ
ば
「
松
明
に
飾
ら
れ
」
た
社
交
の
夜
会

を
徊
指
し
「
馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
（
ｈ
ｉ
ｎ
ｗ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）

ｊ
（
第
二
句
）
の
’
を
「
騒

然
」
、
（
註
（
祁
）
）
と
し
た
も
’
の
と
耳
に
す
ゐ
詩
人
の
内
観
に
は
、
市
井
の
諸
所
に
「
酒
々

と
湧
く
噴
泉
」
が
。
ヽ
清
冽
々
水
し
ぶ
き
軋
あ
げ
辺
り
（
ｆ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
）

ｊ
（
第

Ｌ
Ｏ
句
）
で
で
一
生
成
」
じ
て
く
る
。
へ
。
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ド

　
こ
の
様
な
人
工
と
自
然
の
対
立
を
鋭
く
挟
る
の
が
、
「
新
約
聖
書
」
の
「
マ
タ
イ

福
音
書
」
で
語
ら
れ
る
イ
ェ
ス
ー
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
で
あ
る
。

　
　
督
の
百
合
を
見
た
ま
え
。
…
…
　
栄
華
に
咲
恥
淘
う
ソ
ロ
モ
ン
で
さ
え
、
正
に
こ
の
百

　
　
合
一
輪
ほ
ど
に
も
着
飾
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
タ
イ
福
音
書
、
第
六
章
、
第
二
八
節
以
下
）

「
浄
め
」
（
註
（
2
5
）
）
る
神
言
（
ロ
ゴ
ス
）
に
拠
れ
ば
、
絢
爛
豪
華
な
ソ
ロ
モ
ン
宮

廷
ユ
ダ
ヤ
文
化
と
て
泡
の
如
き
虚
飾
に
過
ぎ
ず
、
「
百
合
一
輪
」
に
見
ら
れ
る
「
真

正
な
自
然
の
畏
怖
に
み
ち
た
厳
粛
さ
(
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｆ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
ｔ
ｂ
ａ
ｒ
ｅ
　
Ｅ
ｒ
ｎ
ｓ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
w
ａ
ｈ
ｒ
ｅ
ｎ

Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｌ
'
ｊ
（
ニ
ー
チ
エ
）
と
比
べ
れ
ば
、
単
な
る
か
１
　
の
産
物
に
過
ぎ
な
い
と
看
倣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ネ
ッ

さ
れ
る
。
こ
の
様
な
脈
絡
か
ら
一
層
と
鋭
く
、
「
酒
々
と
湧
く
噴
泉
」
（
第
九
句
‐
第

一
〇
句
）
と
「
松
明
に
飾
ら
れ
た
馬
車
」
（
第
二
句
）
と
の
織
り
成
す
「
生
成
と
消
滅
」

。
（
註
（
召
）
の
明
暗
が
形
造
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
副
詞
句
の
対
比
、
「
松
明
に
（
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
)

ｊ
（
第
二
句
）
と
「
芳
香

に
匂
う
花
壇
を
（
ａ
ｎ
　
ｄ
ｕ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｂ
ｅ
ｅ
ｔ
）
ｊ
（
第
一
〇
句
）
と
の
人
工
と
自
然
と
の

対
比
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
こ
そ
、
先
の
「
浄
め
」
（
註
（
2
5
）
）
る
神
言
（
註
（
3
0
）
）

が
明
示
し
て
い
る
宮
廷
の
「
栄
華
」
と
自
然
の
精
華
た
る
「
百
合
一
輪
」
の
花
と
の

二
律
背
反
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
花
咲
き
「
芳
香
に
匂
う
花
壇
」
と
「
酒
々
と
湧

　
ブ
ル
ネ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
χ

く
噴
泉
」
と
の
諧
調
が
、
「
祝
祭
の
日
」
に
は
新
教
徒
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
属
し
た
「
教

区
民
の
（
神
を
）
畏
み
怖
れ
る
歌
声
」
の
「
響
き
（
Ｊ
Ｓ
ｇ
ｇ
）
」
に
見
事
協
和
し

た
模
様
で
あ
る
。
・

一
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Ａ
ｍ
　
Ｆ
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ｉ
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ｎ
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Ｓ
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l
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ｕ
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ｎ
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ｎ
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ｈ
ｅ

　

　
'
　
　
　
　
、
’

祝
祭
の
日
に
は
・
で
ま
た
（
庭
園
の
花
雇
の
）
花
も
ひ
そ
や
が
に

、

恐
ら
く
常
よ
ｌ
１
　
じ
く
咲
き
匂
い
し
ヽ
ま
た
明
る
ぐ
湧
き
避
り
し
生
庄
る
呪
射
「

八
　
彼
方
に
響
き
し
は
、
教
区
民
の
（
神
を
）
畏
み
怖
ぬ
る
歌
声
、

九
　
そ
ご
で
は
聖
な
る
葡
萄
酒
に
似
て
、
獣
示
の
言
葉
挺

　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
宥
和
す
る
者
よ
　
…
…
」
初
稿
、
第
二
節
、
第
一
六
句
‐
第
一
九
句
）

自
然
に
「
咲
き
匂
う
花
」
と
「
生
け
る
噴
泉
」
は
、
か
く
し
て
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」

第
一
節
の
場
合
、
言
わ
ば
「
松
明
に
飾
ら
れ
」
た
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
の
華
麗
な
社
交

趣
味
(
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ｏ
ｓ
i
ｔ
ｅ
　
j
3
3
）
と
鋭
い
明
暗
を
織
り
成
し
゜
つ
ヽ
「
祝
祭
の
日
に
は
ヽ
　
：
’

（
神
を
）
畏
み
怖
れ
る
歌
声
(
　
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
　
)ｊ
へ
と
何
時
と
は
な

し
に
繋
が
り
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
思
想
詩
第
一
節
は
第
六
句
に
「
（
黄
昏
に
）
憩
う
（
昼
間
は
）
忙
し
き
広
場
の
市

場
（
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｔ
）
　
ｊ
と
あ
る
故
に
目
下
は
か
Ｆ
と
考
え
ら
れ
ヽ
詩
人

た
ち
新
教
徒
は
教
会
へ
赴
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
「
（
神
を
）
畏
み
怖
れ
る

歌
声
」
（
註
（
3
2
）
）
は
、
「
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ

ｚ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
ｌ
）
」
と
歌
わ
れ
る
市
民
意
識
を
を
ふ
の
彼
方
へ
と
突
き
抜
け
た
古
典
祝
祭

空
間
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
註
（
1
0
）
）
に
見
い
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
蓋
し

古
典
ギ
リ
シ
ア
「
悲
劇
の
誕
生
」
（
註
（
1
3
）
）
に
特
有
の
「
真
正
な
自
然
の
畏
怖
に

み
ち
た
厳
粛
さ
」
（
註
（
3
1
）
）
は
、
此
所
で
「
音
楽
の
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
か
ら
（
か
’



。
ａ
Ｑ
ヨ
（
Ｊ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
i
k
）

で
就
く
「
ド
イ
ツ
音
楽
、
殊
に
そ
の
バ
ッ
ハ
か
ら
ベ
ー

　
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ヘ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
か
ら
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
ヘ
の
偉
大
な
日
輪
の
歩
心

Ｊ

　
か
ら
汲
み
取
ら
れ
る
の
が
相
応
し
か
ろ
う
。

　
二
五
　
Ｕ
ｅ
ｎ
ｎ
｡
　
ｗ
i
e
　
w
ｅ
ｎ
ｎ
　
ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｍ
ｍ
t
ｅ
ｎ
｡
　
ｄ
ｅ
ｒ
０
１
ａ

　
二
六
　
I
m
　
ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ａ
ａ
ｌ
｡

　
二
七
　
Ｋ
ｅ
ｉ
ｎ
ｑ
ｕ
i
l
l
e
n
d
　
ａ
ｕ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
Ｏ
ｐ
ｆ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｒ
ｏ
ｈ
ｒ
ｅ
ｎ
｡
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
二
八
　
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｖ
ｏ
ｒ
ｓ
p
i
e
l
｡
　
ｗ
ｅ
ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
｡
…
…

　
　
　
　
　
あ
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
；
　
　
　
オ
ル
ガ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
“
゜
“
Ｉ

　
二
五
　
即
ち
恰
も
高
き
よ
り
、
か
の
壮
麗
に
調
律
さ
れ
た
、
教
会
の
風
琴
よ
り
。

　
二
六
　
あ
の
聖
な
る
（
祈
り
の
）
会
堂
で
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　

v
X
i

■

s
/
X
J

　
二
七
’
清
冽
な
る
（
響
き
の
）
噴
泉
が
泗
々
と
、
尽
Ｊ
’

　 　
ぬ
（
音
の
）
管
ま
た
管
が
ら
、
　
・
・

　
二
八
　
序
曲
な
し
て
ヽ
目
覚
め
よ
と
呼
ぶ
芦
が
ヽ
　
し
：
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
ド
ー
ナ
ウ
の
源
泉
で
」
残
存
草
稿
冒
頭
）

　
も
し
こ
の
様
に
心
身
を
「
浄
め
」
（
註
（
西
）
る
「
生
け
る
源
泉
」
（
註
（
７
）
）
。
を
、

　
当
の
讃
歌
草
稿
成
立
の
地
盤
と
な
る
十
八
世
紀
啓
蒙
期
の
市
民
意
識
に
求
め
る
ど
し

　
た
な
ら
、
何
を
措
い
て
も
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
ー
バ
ッ
ハ
　
（
一
六
八
五
年
一
一
七
五
〇

　
年
）
の
オ
ル
ガ
ン
作
品
を
筆
頭
に
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
ド

　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
歌
の
響
き
は
、
こ
の
新
教
徒
バ
ッ
ハ
の
音
楽
作
品
に
見
ら
れ

　
る
よ
う
な
威
厳
あ
る
慎
し
み
深
い
市
民
意
識
か
ら
辺
り
出
て
来
必
。
「
パ
ン
と
ぶ
ど

　
う
酒
」
第
一
節
で
は
、
当
該
の
「
酒
々
と
湧
く
噴
泉
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
こ
ヨ
ｍ
ｅ
ｒ
-

　
ｑ
ｕ
i
l
l
e
n
d
　
）
ｊ
の
件
り
が
正
に
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
瞳
目
す
べ
き
詩
節
で
あ
る
。
目

　
立
た
な
い
が
力
強
い
‘
。
他
方
十
八
世
紀
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
は
、
言
わ
ば
「
松
明
に
飾

　
ら
れ
」
た
如
く
絢
爛
豪
華
に
目
立
つ
と
同
時
に
底
力
が
無
い
。
殊
に
ド
イ
ツ
諸
領

　
邦
の
宮
廷
文
化
は
、
外
来
の
フ
ラ
ン
ス
趣
味
に
彩
ら
れ
た
異
国
情
緒
に
つ
つ
ま
れ
た

　
も
の
で
あ
り
、
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
自
然
な
風
土
に
根
ざ
す
も
の
で
は
な
い
。
こ

　
れ
に
反
し
て
バ
ッ
ハ
の
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
（
一
七
二
九
年
）
と
か
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

　
の
’
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
‘
（
一
八
〇
〇
年
１
０
一
年
）
の
場
合
は
、
事
態
が
百
八
十

　
度
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
成
し
遂
げ
、
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
以
来
、
再
び
祖
国
と

　
二
五
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
三
・
　
（
高
橋
）

自
伏
に
適
い
、
本
来
の
始
源
よ
り
独
創
的
に
歌
い
始
め
徊
」
の
で
あ
る
・

　
「
本
来
の
始
源
（
オ
リ
ー
ゴ
ー
）
　
よ
り
独
創
Ｓ
　
　
　
(
ｅ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
l
i
c
h
　
ｏ
ｒ
i
g
i
n
e
i
ｒ
)
に
」

と
は
自
然
に
と
云
う
こ
と
で
『
あ
る
が
、
実
は
表
現
す
る
上
で
こ
れ
は
難
中
の
難
で
あ

る
。
例
え
ば
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
愛
読
し
た
「
ア
ル
デ

‘イ
ン
グ
ロ
」
（
一
七
八
七
年
）
’

の
著
者
ハ
イ
ン
ゼ
（
一
七
四
六
年
－
一
八
〇
三
年
）
は
、
そ
の
第
二
巻
・
第
四
部
で

「
呪
射
」
を
「
自
炊
の
中
に
お
け
る
か
遠
の
心
謬
を
宿
す
聖
な
る
象
徴
」
と
記
す
・
．

　
　
A
l
l
e
ｓ
　
l
ｓ
t
　
ｓ
ｔ
i
l
l
;
　
ｎ
ｕ
ｒ
　
ｐ
ｌ
ａ
t
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
　
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｈ
ｍ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
:
　
ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｓ
ｙ
ｍ
ｂ
ｏ
ｌ
ｅ

　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｅ
w
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
　
i
n
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｎ
ａ
t
ｕ
ｒ
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
ｒ
　
　
　
　
ｌ

　
　
何
も
か
も
禄
で
あ
る
。
た
だ
水
音
が
心
噴
に
順
泉
か
ら
聞
こ
え
る
、
自
挟
の
中
に
お
け

　
　
る
永
遠
の
生
命
を
宿
す
聖
々
る
象
徴
よ
り
。
　
　
　
　
　
　

’
ド
　
　
　
　
ノ

仮
に
註
解
や
評
釈
の
如
き
学
術
表
現
の
よ
う
々
場
合
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
説
明
も
不

自
然
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
詩
人
や
芸
術
家
は
口
先
で
巧
妙
に
附
言
す
る
よ
り
は
、
、

む
し
ろ
自
然
に
そ
れ
と
解
か
る
よ
う
に
表
現
す
べ
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
。
に
も
拘
わ

ら
ず
ハ
イ
ン
ゼ
の
例
で
は
、
表
現
の
か
わ
り
に
附
言
で
終
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
他
方
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
。
酒
」
第
九
句
に
お
け
る
「
噴
泉
」
は
と

言
う
と
、
－
説
明
や
附
言
は
Ｉ
切
な
い
。
と
こ
ろ
が
第
九
句
以
下
の
「
噴
泉
」
の
詩
歌

表
現
そ
の
も
の
が
、
正
に
「
自
然
の
中
に
お
け
る
永
遠
の
生
命
を
宿
す
聖
な
る
象
徴
」

と
し
て
現
わ
れ
て
・
い
る
と
読
め
る
。
蓋
し
こ
れ
を
敢
て
芸
術
作
品
と
言
う
に
は
、
そ

の
詩
歌
象
徴
は
余
り
に
自
然
で
業
と
ら
し
く
な
い
。
此
所
で
「
自
然
」
と
は
三
重
の

意
味
で
そ
う
言
え
る
。
第
一
に
は
通
例
の
芸
術
造
形
と
同
様
に
在
り
の
ま
ま
の
事
物

を
映
す
点
で
あ
り
、
。
第
二
に
は
詩
人
自
身
の
生
い
育
っ
た
「
祖
国
と
自
然
に
適
い
」

（
註
（

3 9
）
）
、
風
土
と
歴
史
の
在
り
の
ま
ま
の
姿
を
現
わ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
第
三
に
は
以
上
の
両
者
が
共
に
奥
深
い
内
な
る
自
然
た
る
人
間
本
性
に
聞
か

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

殊
に
ご
の
第
三
の
点
で
あ
る
心
の
内
奥
へ
の
拡
が
り
、
こ
れ
は
無
限
の
空
無
の
彼



二
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
六
巻
　
（
・
一
九
八
七
年
）
　
人
文
科
学

方
へ
の
拡
が
り
と
し
て
同
時
に
心
意
識
の
み
な
ら
ず
時
空
の
果
て
ま
で
も
目
指
す
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
空
無
を
孕
ん
だ
自
然
生
命
の
広
大
無
辺
に
お
い
て
、
当
該
の

　
「
噴
泉
」
（
第
九
句
）
は
稀
有
の
詩
歌
象
徴
た
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ

一
〇
　
Ｉ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｑ
ｕ
i
l
l
e
n
d
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｆ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｎ
　
ｄ
ｕ
f
t
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｂ
ｅ
ｅ
t
.

　　一

丿､○九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
…
…
…
し
て
噴
泉
が
　
　
　
√
！

昭
々
と
湧
き
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
送
り
、
芳
香
に
匂
う
花
壇
を
霧
し
て
い
ゐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
―
Ｉ

成
程
ご
れ
は
前
述
の
如
く
、
’
敢
て
芸
術
作
品
と
し
て
取
。
り
立
て
て
人
目
を
ひ
く
表
現

一
　
　
Ｌ
　
　
　
｀
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
－
゛
ｌ
　
ｒ
・
　
　
　
♂
咽
一
　
　
　
―

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
静
分
に
心
し
七
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
デ
節
を
読
み

進
ん
で
み
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
読
者
ぱ
第
九
句
か
ら
第
一
〇
毎
に
か
け
て
「
浩
々
と

湧
き
辺
り
霧
し
七
い
る
噴
泉
(
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
こ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｑ
ｕ
i
l
l
e
n
d
　
…
…
）
」
が
内
耳

に
響
き
渡
る
の
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
私
に
は
、
こ
れ
も
ま
た
瞳
目
す

べ
き
一
片
の
「
泉
の
詩
」
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
万
足

卓
著
「
泉
の
詩
り
（
一
九
八
〇
年
゛
に
は
、
こ
の
詩
節
へ
の
言
及
を
見
い
出
す
こ
と

が
出
来
な
い
。

言
及
し
た
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
の
「
夜
の
歌
」
（
註
（
2
1
）
）
も
収
め
ら
れ
て
い
ぶ
、

ｌ
‐
；
‘
・
・
　
”
‘
・
ｉ
…
―
　
Ｉ
・
―
″
‘
’
・
‘
’
・
゛
ｙ
‘
　
　
’
―
―
’
（
4
3
）
―
　
”
’
“
゛
　
ｒ
Ｉ
・
一
一
ｆ
ｓ
‘

も
っ
と
も
「
泉
の
詩
」
に
は
様
々
な
噴
泉
の
歌
が
採
ら
れ
て
お
り
、
既
に
本
論
で

；
い
４
　
″
・
一
Ｉ
Ｆ
’
ｒ
‘
ｙ
’
４
』
’
ｒ
ｉ
／
「
｛
ｙ
ヽ
｀
χ
ノ
ｒ
ｒ
χ
　
χ
ト
ｒ
｝
χ
ｌ
〆
／
　
^
　
r
^

/
-
K
r
^
し
’
‘
―
（
ボ
）
・

だ
が
著
者
が
芭
蕉
の
「
古
池
、
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
を
と
い

史
上
に
持
つ
意
義
に
も
似
て
い
る
べ
）
と
ま
で

八
二
五
年
－
九
八
年
）
の
秀
作
「
ロ
ー
マ
の

（
一
八
八
二
年
）
　
に
他
な
ら
な
い
。

の
「
一
首
が
わ
が
詩
歌

絶
賛
し
て
い
る
の
は
、
マ
イ
ヤ
ー
（
一

眼
射
＾
９
；
゜
ヨ
牙
ｉ
９
§
罵
＆
）
』

A
ｕ
f
ｓ
t
ｅ
ｉ
ｇ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
t
ｒ
ａ
ｈ
ｌ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
　
ｇ
ｉ
ｅ
Ｂ
ｔ

Ｅ
ｒ
　
ｖ
o
l
l
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｒ
m
o
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｅ
　
Ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
｡

Ｄ
ｉ
ｅ
｡
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ｅ
ｉ
ｅ
ｒ
ｎ
ｄ
｡
　
ｆ
ｌ
ｂ
ｅ
ｒ
ｆ
ｌ
ｉ
ｅ
Ｂ
t

I
n
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
ｚ
ｗ
e
i
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｅ
　
Ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
;

五

D
i
e
　
ｚ
w
e
i
ｔ
ｅ
　
ｇ
ｉ
ｂ
t
｡
　
ｓ
i
e
　
w
i
ｒ
ｄ
　
ｚ
ｕ
　
ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
｡

Ｄ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｒ
i
t
ｔ
ｅ
ｎ
　
w
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
　
i
h
ｒ
ｅ
　
F
l
ｕ
t
.

Ｕ
ｎ
ｄ
　
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
　
ｎ
ｉ
ｍ
ｍ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｇ
ｉ
ｂ
ｔ
　
ｚ
ｕ
ｇ
ｌ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ

　
　
　
Ｕ
ｎ
ｄ
　
ｓ
t
ｒ
６
ｍ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｔ
.

　
　
‘
　
立
ち
登
る
よ
り
水
柱
は
く
ず
れ
落
つ

　
　
　
大
理
石
な
る
皿
の
円
き
に
。

　
　
　
溢
れ
て
は
、
か
つ
ぐ
ご
と
く
に
、
ま
た
そ
そ
ぐ

　
　
　
第
二
の
。
皿
の
深
き
底
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

五
　
　
み
な
ぎ
り
て
第
二
の
皿
は
第
三
の
　
　
　
　
。
・
。

　
　
ゾ
皿
に
’
わ
き
つ
つ
与
え
る
波
、
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
プ
　
　
　
　
　
ｊ
ｊ

　
・
　
’
、
受
け
な
が
ら
い
ず
れ
め
皿
も
磁
た
与
え
　
／
　
　
　
　
’
ド
　
　
　
　
ｙ
　
’
ｙ
　
’

ご
　
　
か
つ
’
ほ
と
ば
し
り
か
つ
々
す
ぶ

）
・
’
　
　
　
‘
十
　
゛
゛
　
　
　
△
〈
　
｀

実
に
見
事
な
芸
術
作
品
で
あ
る
。
だ
が
。
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。
・
こ
、
政
脈
絡

を
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
「
噴
泉
」
を
鑑
み
て
考
え
て
み
ょ
う
。

　
。
と
こ
ろ
で
芭
蕉
は
「
古
池
や
　
…
…
」
と
、
実
に
自
然
に
歌
っ
て
い
る
。
支
那
の

山
水
画
で
も
な
く
、
天
竺
の
蓮
池
や
西
域
の
青
海
で
も
な
い
、
こ
の
「
古
池
や
　
・
：

…
」
は
私
達
の
「
祖
国
と
自
然
に
適
い
、
本
来
の
始
源
よ
り
独
創
的
に
歌
い
始
め
」

（
註
（
3
9
）
）
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
方
ド
イ
ツ
語
圏
に
住
む
者
に
と
り
、

「
ロ
ー
マ
の
噴
泉
」
（
註
（
4
6
）
）
は
異
国
情
緒
に
包
ま
れ
て
い
る
。
単
に
歌
わ
れ
た

対
象
の
み
で
は
な
く
、
実
に
マ
イ
ヤ
ー
の
歌
い
ぶ
り
が
、
造
形
彫
琢
に
秀
で
た
南
方

の
芸
術
の
息
吹
き
を
伝
え
る
。
す
な
わ
ち
全
て
明
瞭
に
縁
ど
ら
れ
、
く
っ
き
り
と
形

造
ら
れ
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
作
品
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ａ
ｂ
ｇ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
　
Ｋ
ｕ
ｓ
ｔ
ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
　
）
　
ｊ
の
ど
こ
に
ヽ

「
音
楽
の
精
神
「
ガ
イ
ス
ト
゛
か
ら
」
（
註
（
3
6
ご
の
（
魂
の
歌
声
ぶ
ｌ
ｇ
゛
２

ｋ
Ｊ
）

」

が
沸
き
上
が
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
成
程
「
ロ
ー
マ
の
噴
泉
」
は
造
形
見
事
に
、
歌
い
始
め
か
ら
文
字
通
り
「
立
ち
登

る
（
Ａ
ｕ
ｆ
ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｇ
ｔ
）
」
（
註
（
4
5
）
）
　
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
大
理
石
の
彫
像
に
も
似
た

堅
さ
と
冷
た
さ
が
拭
い
去
れ
な
い
。
つ
ま
り
燦
燦
と
日
輪
の
輝
く
碧
空
の
下
に
あ
る

ギ
リ
シ
ア
や
イ
タ
リ
ア
の
「
祖
国
と
自
然
」
に
は
、
生
き
生
き
と
古
代
オ
リ
ュ
ム
ピ



、
ア
の
神
々
の
如
ぺ
映
え
る
研
磨
の
成
果
が
、
北
方
ド
イ
ツ
語
圏
の
言
葉
の
響
き
に
は

　
乗
ら
ず
何
処
と
な
く
不
自
然
な
観
を
逸
れ
難
い
と
言
え
＆
。
他
方
ヘ
ル
ダ
ー
ゾ
シ
の

　
　
　
　
　
・
ｙ
　
　
、
∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
‘
　
　
『
・
　
　
　
　
　
　
一
一
’
ｓ

　
「
噴
泉
」
’
ヽ
の
詩
節
や
。
芭
蕉
の
～
「
古
池
や
　
ｙ
・
…
」
の
句
に
は
、

‘
こ
の
不
自
然
さ
が
見

　
受
け
ら
れ
ず
、
む
し
ゐ
各
々
の
歴
史
風
土
に
適
う
「
魂
の
歌
貧
ご
か
静
か
に
奏
で
も

　
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
し
か
む
「
魂
の
歌
声
に
は
此
所
で
、
各
一
々
の
梢
神
風
土
に
直
結
し
て
い
る
。
芭
蕉

　
　
　
　
ｒ
Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
　
ぷ
　
。
　
　
　
　
・
％
ｓ
　
　
　
　
　
‘

・
の
俳
味
は
「
わ
び
'
　
　
　
>
r
ｕ
び
」
に
通
じ
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
歌
の
響
き
は
「
音
楽
の
精

　
神
」
を
抜
き
に
考
え
難
い
。
そ
七
‘
て
前
者
は
仏
法
の
空
無
の
真
諦
へ
と
、
後
者
は
西

　
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
祈
り
の
歌
声
へ
と
繋
が
り
ゅ
く
。
も
は
。
や
両
者
と
も
に
「
丸
く
収

　
ま
っ
た
芸
術
作
品
」
へ
と
円
現
す
る
に
甘
ん
ぜ
ず
、
。
敢
て
豊
か
な
意
識
内
面
へ
も
十

　
　
　
　
　
■
　
－
咽
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｉ
　
　
　
■
　
　
　
ｄ
Ｉ
　
ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
全
拡
拡
が
り
ゅ
く
「
魂
の
歌
声
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
¨
　
ノ

‘

二
七

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
．
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
三
　
（
高
橋
）

・ ら ● ミ

・ヽり

註

解

Ｉ
゛
Ｉ
・
“
ｒ
Ｚ
ｉ
ｌ
‘
’
・
‥

　
　
―
　
ｄ
ｌ
ｌ
一
回
Ｉ
１
『
加

　
　
　
　
　
　
・
一
％
一

〔
五
〕
　
～
黄
昏
か
ら
聖
夜
ぺ

　
　
　
Ｉ
’
～
　
バ
　
　
ッ

田
離
　
　
在
　
　
　

:Sj

’ ゛ j

・
・
・
。
”
”
ポ
≒
‐
い
　
一
ｙ
　
１

　
↓
　
Ｉ　
Ｉ
Ｉ
　
　
Ｉ
　
ｒ

Ｔ
）
’
へ
”
ル
ダ
・
ｊ
リ
ぶ
全
≪
'
　
-
＼
ユ
ー
。
ノ
斗
泳
‥
ル
・
ト
版
、
～
九
四
六
年
－
七
七
年
・
（
索
引

一
仇
八
五
嘩
）
’
い
第
二
港
ヅ
九
ヽ
○
頁
プ
　
｛
ヽ
’
　
゛
‐
。
と
･
ｉ
ｊ
ａ
．
　

　
　
　
‘
静
か
に
安
ら
八
つ
都
市
’
び
そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
r
も
り
、
～
土
　
　
・
・
‘

　
　
　
∵
七
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
Ｉ
然
丿
馬
庫
’
は
喉
駆
し
咀
ぎ
去
・
ゐ
。
　
ノ

ダ
　
ご
禰
ち
足
り
て
家
銘
へ
と
、
昼
澗
刃
・
漱
び
に
別
衣
を
告
げ
、
～
安
ち
ｆ
を
求
め
て
歩
み

　
　
ゆ
く
人

■
　
'
≪
＊
-
<
Ｂ
≪
　
ニ
‘
’
・
』
‥
』
Ｊ
．
い
ヽ
．

し
て
淑
支
得
失
を
・
４
一
る
思
慮
凍
や
家
噪
は

Ｊ
Ｉ
…
…
…

　
“
｀
・

1
1
1
1

　
’
五
　
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
。
（
黄
昏
の
今
は
）
葡
萄
も
花
束
も
な
く
、

　
　
　
＼
し
て
手
仕
事
’
の
品
々
も
な
く
安
ら
弓
マ
（
昼
間
４
）
・
忙
し
き
広
場
の
市
場
。



－

一

八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
‘
第
三
十
六
巻

（
一
九
八
七
年
）
ご
人
文
科
学

　
　
神
の
想
像
力
に
よ
る
飛
翔
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
第
六
句
と
第
七
句
と
の
間
に
大
き

　
　
な
亀
裂
が
生
じ
、
冒
頭
六
句
の
み
が
宙
に
浮
い
て
し
ま
う
結
果
と
な
る
。

（
２
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
。

（
３
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
一
八
九
頁
。

（
４
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
五
頁
。

（
５
）
　
全
集
、
第
一
巻
、
・
‘
二
六
五
頁
。
第
三
巻
、
一
四
三
頁
。

（
６
）
　
ダ
ン
テ
作
品
集
、
ダ
ン
テ
協
会
編
、
一
九
六
〇
年
、
四
五
二
頁
。

（
７
）
　
原
典
希
羅
対
訳
「
新
約
聖
轡
」
（
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
聖
書
協
会
刊
一
九
三
〇
年
）
「
ロ

　
　
ー
マ
人
へ
の
手
紙
」
第
八
章
、
第
二
四
節
Ｉ
第
二
五
節
、
四
〇
七
頁
。

　
　
’
ル
タ
ー
訳
一
五
泗
五
年
「
聖
書
」
（
註
（
1
4
）
）
後
篇
、
三
三
九
頁
右
段
プ

（
８
）
　
全
集
、
。
第
六
巻
、
三
〇
五
頁
。
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
弟
宛
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
書
簡

　
二
七
二
。
・

（
９
）
’
全
集
、
第
一
巻
、
二
九
八
頁
。
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ｄ
　
　
・
ノ
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
ー
　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ

(
2
0
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
六
頁
。
和
訳
全
集
、
。
河
出
書
房
新
社
、
」
九
六
六
年
－
六
九
年
、

　
　
第
二
巻
、
一
一
九
頁
、
手
塚
富
雄
訳
。

（
1
1
）
　
右
記
和
訳
全
集
、
第
二
巻
、
一
一
九
頁
。

（
1
2
）
　
詳
し
く
は
筆
者
の
別
論
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
－
「
至
・
福
な
る

　
　
ギ
リ
シ
ア
」
（
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
、
第
三
三
巻
‐
第
三
五
巻
、
人
文
科
学
篇
所
収
、

　
　
一
九
八
五
年
一
八
六
年
刊
）
。
殊
に
そ
の
〔
三
〕
神
話
の
神
　
剛
内
面
の
飛
翔
（
第
三
四

　
巻
、
二
二
頁
一
二
四
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
3
）
　
’
ド
イ
ツ
語
作
品
集
、
第
五
巻
、
一
九
六
三
年
、
四
〇
〇
頁
一
四
〇
一
頁
。
講
談
社
・

　
人
類
の
知
的
遺
産
、
第
二
一
巻
、
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
″
ク
ハ
ル
ト
、
一
九
八
三
年
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一
一

　
六
九
頁
－
二
七
〇
頁
、
上
田
閑
照
訳
。
但
し
上
田
訳
で
。
は
「
離
在
」
を
「
離
脱
」
ど
訳

　
し
て
あ
る
が
私
は
叙
述
上
こ
の
訳
語
を
取
ら
ず
、
敢
で
相
原
信
作
訳
・
、
エ
″
ク
ハ
ル
ト

　
著
’
神
の
慰
め
の
書
」
（
講
談
社
学
術
文
庫
ソ
ー
九
八
五
年
）
’
所
収
。
の
’
訳
語
’
「
離
在
」
（
一
’

　
八
六
頁
）
を
採
用
し
た
。
蓋
し
相
原
訳
（
本
来
一
九
四
九
年
筑
摩
書
房
刊
）
は
旧
来
の

　
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
版
（
一
八
五
七
年
）
に
多
く
依
拠
し
て
い
る
の
で
、
訳
語
「
離
在
」

　
に
関
し
て
以
外
は
全
て
、
近
年
の
学
術
成
巣
を
踏
ま
。
え
た
「
ド
イ
ツ
語
作
品
集
」
を
底

　
。
本
と
し
た
上
田
訳
を
引
用
し
て
あ
る
。

　
※
当
該
の
「
離
在
(
Ａ
ｂ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
t
)

ｊ
を
近
代
ド
イ
ツ
詩
歌
の
解
釈
の
際
に
意
味
深

　
長
に
用
い
た
例
と
し
て
、
草
者
が
知
る
も
の
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
著
「
言
葉
へ
の
途
上
」
（
一

　
九
五
九
年
）
に
収
め
ら
れ
た
ト
ラ
ー
ク
ル
論
「
詩
の
中
の
言
葉
」
（
一
九
五
三
年
）
で
あ
る
。

　
「
こ
の
詩
人
ト
ラ
ー
ク
ル
の
諸
々
の
詩
作
は
・
（
世
を
）
離
れ
て
在
る
者
(
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｂ
ｇ
ｅ
-

　
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｅ
)
　
の
歌
へ
と
収
獣
し
て
。
い
る
故
に
、
私
達
は
彼
の
詩
。
歌
の
所
在
を
離
在
（
―

A
ｂ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
こ
と
名
付
け
ま
す
。
」
（
「
言
葉
へ
の
途
上
」
。
第
五
版
、
一
九
七
五
年
、

五
二
頁
）
・
　
’
　
　
　
パ
‘
　
ぐ
　
　
　
ご
・
々
　
　
　
ニ
　
　
　
ー
．
　
　
　
Ｊ

※
・
※
此
所
で
パ
イ
デ
ガ
ー
の
念
頭
に
。
あ
る
も
の
は
、
ト
ラ
ー
ク
ル
の
「
夢
の
中
の
セ
バ
ス

テ
。
イ
ア
ン
」
（
一
九
一
四
年
）
。
に
収
め
ら
れ
た
著
名
な
詩
歌
「
離
在
者
の
歌
(
Ｇ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ

ｄ
ｅ
ｓ
　
Ａ
ｂ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ
　
）
ｊ
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
｀
の
詩
想
に
、

こ
の
う
離
在
」
は
響
き
合
う
。
だ
が
当
面
の
第
八
句
の
「
孤
独
」
よ
～
は
む
し
ろ
第
三
部
「
芦

欧
‘
の
夜
」
に
言
う
「
乏
し
き
時
代
の
詩
人
」
（
第
七
節
、
第
一
二
二
句
）
に
い
こ
の
「
離
在
」

は
深
い
関
連
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
、
目
下
は
関
連
を
指
摘
す
る
の
み
‥
に
留
め
、
よ

り
立
ち
入
っ
。
た
論
述
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
”

（
1
4
）
’
ゲ
フ
ア
ｆ
ン
グ
ン
ー
バ
ク
ハ
研
究
所
／
ラ
～
プ
フ
ィ
ビ
・
’
バ
？
ハ
資
料
館
共
編
「
新

　
バ
ッ
ハ
全
≪
Ｊ
第
二
篇
、
第
五
巻
｛
｝
九
七
三
一
年
）
所
収
原
典
版
に
依
る
’
マ
タ
イ
受

　
’
難
曲
」
バ
音
楽
の
友
社
、
一
九
七
六
年
'

Ｏ
Ｑ
Ｗ
Ｖ
第
七
一
、
叙
唱
、
二
五
こ
頁
～
二
五
四

　
頁
ｏ
～
　
ノ
ド
‘
　
“
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
　
一
　
－
ａ
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｊ
Ｉ
Ｉ
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
″

　
』
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

。
二
前
掲
ご
（
註
’
‘
（
７
）
）
原
典
新
組
聖
戻
入
Ｏ
頁
を
。
参
照
・
　
　
　
　
。
ノ
．
　
ｙ
≒

　
　
ブ
ー
五
四
五
年
版
ル
タ
ー
訳
「
聖
書
」
原
典
複
刻
写
真
版
、
シ
『
ユ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、

　
　
ド
イ
ッ
聖
書
協
会
、
一
九
六
七
年
、
’
後
篇
、
二
六
三
頁
右
段
を
参
照
。

　
　
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
版
原
典
ヘ
ブ
ラ
イ
語
「
旧
約
聖
書
」
【
ド
イ
ツ
聖
書
協
会
刊
、

　
　
一
九
六
七
年
一
七
七
年
、
】
九
八
四
年
）
「
詩
篇
」
第
二
二
歌
、
第
二
句
、
一
一
〇
四
頁

　
　
を
参
照
。
　
・
・
　
　
　
　
　
い
　
≒
　
　
　
・

　
　
　
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
’
ツ
ク

‘「
救
世
主
」
（
一
七
四
八
年
－
七
三
年
／
一
七
八
〇
年
／
一
七
九

　
　
九
年
）
、
第
一
〇
歌
（
一
七
五
五
年
／
一
七
八
〇
年
／
一
七
九
九
年
）
、
第
一
〇
三
〇
句
（
一

　
　
七
八
〇
年
ア
ル
ト
ナ
版
）
／
第
一
〇
泗
五
句
（
一
七
九
九
年
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
版
）
。
’
ハ
ン

　
　
ザ
ー
版
作
品
選
集
（
一
九
六
二
年
）
‘
・
’
所
収
ヽ
一
救
世
主
」
全
二
〇
歌
（
一
七
八
〇
年
ア
ル

　
　
ト
ナ
版
に
依
ヽ
る
）
四
四
三
頁
。

‘
へ
’
ル
ダ
’
‐
‐
リ
ン
（
一
七
七
〇
年
生
）
は
既
に
ア
ル
ト
ナ

　
　
版
以
前
の
段
階
で
「
救
世
主
」
・
に
親
し
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
5
）
　
日
本
聖
書
協
会
刊
和
訳
「
聖
書
」
、
「
旧
約
聖
書
」
一
九
五
五
年
改
訳
、
七
六
四
頁
。

　
　
「
詩
篇
」
。
　
ご

（
1
6
）
　
右
記
（
註
（
1
5
）
）
和
訳
「
聖
書
」
、
「
新
約
聖
沓
」
一
九
五
四
年
改
訳
、
四
八
頁
。
「
マ

　
タ
イ
福
音
書
」
。
…
…
…
”
‥
‘
一
一
゛
｀
’

‘

　
　
―
　
　
一
　
　
　
　
　
　
ｊ
■

（
1
7
）
　
右
記
（
註
（
1
4
）
）
　
一
五
四
五
年
版
「
聖
書
」
の
前
篇
二
九
四
頁
右
段
（
詩
篇
）
と

　
　
後
篇
二
六
三
頁
右
段
（
マ
タ
イ
福
音
書
）
。

（
1
8
）
　
右
記
（
註
（
1
4
）
）
原
典
旧
約
聖
書
、
七
四
六
頁
。
イ
ザ
ヤ
沓
、
第
四
五
章
、
第
一

　
　
五
節
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

（
1
9
）
　
公
認
ウ
ル
ガ
ー
タ
聖
書
、
シ
ュ
ト
ゥ
″
ト
ガ
ル
ト
、
ド
イ
ツ
聖
書
協
会
、
一
九
六
九



　
年
、
一
九
八
三
年
、
第
二
巻
、
］
一
四
四
頁
。
『
イ
ザ
ヤ
杏
』
。

（
釦
）
　
右
記
‐
（
註
’
（
Ｍ
）
）
　
一
五
四
五
年
版
’
『
聖
書
』
後
篤
、
‘
二
五
頁
右
段
。
’
イ
ザ
々
書
』
。

‘

（
ａ
）
　
’
全
集
、
第
二
巻
、
九
四
頁
ご

　
第
二
章
、
第
一
三
章
。
ご
　
　
　
　
　
　
　
”
　
ト
　
・
・
‘
　
…
…
…
’
　
～
ヤ
ー
い

※
ラ
’
ン
グ
ン
「
ド
イ
ツ
敬
虔
主
義
の
語
彙
」
（
初
版
一
九
五
四
年
）
改
訂
再
版
三
を
八
八
。

年
）
に
は
、
「
源
泉
、
・
「
聖
書
」
で
は
、
神
が
生
け
る
源
泉
こ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｑ
ｕ
e
l
l
乙
¨
と
あ
次
‘

こ
の
意
味
は
敬
虔
主
義
の
場
合
も
’
当
語
の
原
義
(
Ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｂ
ｅ
ｄ
ｅ
ｕ
t
ｕ
ｎ
ｇ
)
　
;
＊
>
な
寸
ヤ
〔
三
〕

二
九

r
パ
ン
と
ぷ
ど
ふ
酒
」
第
一
節
ｒ
聖
な
る
夜
」
そ
の
三
／
（
高
橋
）
…
…
…
’
ヽ
。
‥

‘、

へ

九
♂

く　-１

W

へ
９

ｗ

－ヽ－

1110

一一

　
源
な
す
噴
泉
(
Ｑ
ｕ
e
l
l
b
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
　
)
ｊ
（
三
二
〇
頁
）
、
「
神
は
噴
泉
と
し
て

源
泉
(
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｑ
ｕ
e
l
こ
す
な
わ
ち
神
（
＝
Ｑ
ｏ
μ
）
」
（
三
二
Ｉ
頁
）
と
あ
る
。

全
集
、
第
二
巻
、
一
六
五
頁
。
へ
・
ル
ダ
’
Ｉ
Ｉ
リ
ン
「
パ
ト
モ
ス
」
初
稿
、
第
一
節
、
第

一
句
―
第
二
句
。

全
集
、
第
二
巻
、
斗
八
九
頁
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
。

例
え
ば
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ド
が
後
に
「
ギ
リ
シ
ア
物
語
(
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｅ
ｒ
ｚ
ａ
ｈ
ｌ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
)
ｊ

こ
七
八
四
年
）
・
と
改
題
し
た
「
滑
稽
物
語
(
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｅ
ｒ
ｚ
ａ
ｈ
ｌ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
)

ｊ
（
Ｔ
七
六

五
年
）

‘
・
に
お
け
ゐ
宮
廷
風
ロ
コ
コ
趣
味
を
考
え
る
と
良
い
。
　
　
　

よ
じ
　
　
　
　
　
　
　

一

　
・
～
そ
の
様
に
キ
汗
プ
リ
ア
（
ウ
’
エ
ー
ヌ
ス
）
は
立
ち
、
’
半
ば
身
を
Ｉ
ら
せ
。

イ
レ
ヴ
ッ
エ
助
ｔ
（
女
神
像
）
に
似
て
、
片
手
で
・
被
う
、

せ
、
≒
自
ら
に
攬
垂
れ
、
‐
’
　
　
し
　
　
｛
～
‘

　
　
　
　
魅
惑
の
乳
房
を
、
右
が
被
い
・
よ
う
も
な
い
。

　
酋
じ
そ
し
’
て
別
の
一
手
）
で
＝
皆
様
御
存
知
の
所
を
『
。

乙
　
　
　
（
「
ギ
リ
シ
ア
物
葺
ｙ
‐
｀
’
「
パ
’
Ｊ
ス
の
審
判
」
薦
二
Å
一
句
‐
第
二
八
五
句
。
マ
イ
ヤ
ー

　
サ
　
’
版
四
巻
本
作
品
集
、
仁
九
〇
〇
年
、
・
第
二
巻
、
一
八
七
頁
）

　
こ
’
句
種
の
理
想
偉
膏
求
め
れ
ベ
ヽ
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
の
代
表
作
「
ミ
ロ
の
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー

ノ
テ
Ｊ
ム
ル
ー
プ
ル
美
術
館
凛
）
に
ゆ
き
着
く
こ
と
に
な

‘ろ
う
。
蓋
し
他
方
ド
古
典
ギ
リ

’
ぃ
・
ぃ
ソ
ア
Ｊ
几
優
美
と
尊
厳
」
（
シ
，
ラ
ー
）
は
湘
物
で
、
そ
も
そ
も
「
半
ぱ
身
を
振
ら
せ
」
る

　
ハ
旬
き
笥
葱
の
跡
は
見
ら
れ
な
Ｊ
の
で
あ
る
。
ヽ
ヽ
…
…
‥

（
怒
　
例
え
ぜ
万
ー
テ
’
は
猟
潮
劇
「
神
々

、
英
雄
た
ち
、
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
」
（
一
七
七
四
年
）

Λ
で
、
省
典
ギ
リ
タ
フ
神
話
を
・
「
・
畏
み
憚
か
』
’
ｈ
ペ
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
の
詩
歌
象
徴
を
厳
し

　
く
我
判
ル
て
い
る
。

へ
　
ｊ
’
ァ
や

　
　
『
・
『
・
　
‥
‘
あ
な
た
の
（
描
か
た
）
小
娘
や
男
の
子
を
楽
し
ま
せ
、
ま
た
恐
ら
く
榛
っ
た

　
に
　
　
’
り
し
た
こ
と
で
し
ｊ
弐
つ
ま
り
こ
れ
が
あ
な
希
の
お
っ
し
や
る
感
動
な
の
で
・

　
で
　
　
・
す
か
ら
。
…
…
…

　
’
’
　
’
グ
ィ
ー
ラ
シ
ナ
　
巾
あ
な
た
は
否
定
な
さ
ら
な
｀
心
で
し
・
よ
う
。
私
の
方
が
仝
体
を
、

　
　
ｙ
　
よ
力
感
七
易
く
（
ｌ
ｉ
Ｅ
『
）
取
り
扱
っ
た
点
を
。

シ
ッ
　
ド
△
ノ
　
　
（
ハ
ふ
｀
プ
４
ク
版
作
品
集
、
一
九
八
二
年
、
・
第
四
巻
、
二
〇
七
頁
）

（
ぉ
）
　
ニ
ー
チ
エ
’
「
意
劇
の
凄
互
」
（
仄
七
二
年
）

（
ｕ
）
　
観
光
案
内
有
シ
’
ユ
ミ
．
ー
争
署
『
シ
ユ
ト
。
″
ト
ガ
ル
ト
』
所
収
（
表
表
叙
裏
）
掲
載
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゛
ｆ
一

三
〇

・

－・’‘’７’｀

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告

･ ● ら ～ ● Ｗ Ｗ

第
三
十
六
巻

（
『
九
八
七
年
』
‘
人
文
科
学

　
・
？
Ｔ
－
〔
四
〕
思
慮
深
い
家
長
（
一
九
八
六
年
度
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
、
第
三

　
五
巻
、
人
文
科
学
篇
、
六
七
頁
－
一
〇
二
頁
、
一
九
八
六
年
十
一
月
刊
）
の
七
〇
頁
を

　
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
・

（
1
6
）
　
欧
文
註
’
（
〔
五
〕
圓
（
1
4
）
）
掲
載
シ
ュ
ト
。
″
ト
ガ
ル
ト
市
街
図
参
照
。
諸
所
に
恥

　
と
明
記
七
て
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
；

（
1
7
）
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
Ｌ
ス
’
「
形
而
上
学
」
九
八
三
Ｂ
。
デ
ィ
ー
ル
ス
／
ク
ラ
ン
ツ
共
編
「
ソ

　
ー
ク
み
ア
ー
ス
以
前
の
哲
学
者
断
片
(
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ｏ
ｒ
ｓ
ｏ
ｋ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｋ
ｅ
ｒ
）
」
（
第

　
六
阪
一
九
五
一
年
以
降
は
第
千
六
版
一
九
七
二
年
ま
で
同
一
）
第
一
巻
、
七
六
頁
一
七

　
七
頁
。
ｙ
‘
。
。
　
ブ
　
ド
’
　
　
　
　
゛
・
　
　
　
　
。

（
1
8
）
「
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祝
勝
歌
」
弟
一
歌
冒
頭
。
ト
イ
’
プ
ナ
ー
古
典
叢
書
「
ピ
ン
ダ
ー
ロ
ス
」

　
第
’
一
巻
「
祝
勝
歌
≒
第
五
版
、
一
九
七
」
年
、
二
頁
。
　
。
ノ
　
　
。
。
　
　
“
‐

（
1
9
）
・
’
全
集
、
『
い
第
二
巻
、
。
九
〇
頁
。
〔
五
〕
剛
・
（
１
）
。

（
2
0
）
『
全
集
、
第
二
巻
、
九
○
頁
。
〔
五
〕
糾
（
２
）
。
こ
い

へ

2
1
）
　
’
ニ
ー
チ
エ
批
判
版
作
品
全
集
、
第
六
部
、
第
一
巻
、
一
一
九
六
八
年
、
Ｌ

-ヽ一一･

24 23 22

－一一

-

　
４
Ｑ
Ｉ

ニ
こ
頁
。

全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
。
〔
五
〕
剛
（
―
）
。

全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
。
〔
五
〕
田
（
２
）
と
〔
五
〕
帥
（
１
）
。

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
f
.
第
七
巻
、
第
一
分
冊
、
三
九
七
頁
。
マ
ー
ゲ
ナ
ウ
の
交
友
回

　
想
録
。
詳
み
に
こ
の
回
想
録
は
、
一
九
一
七
年
に
始
め
て
公
刊
さ
れ
た
。

（
2
5
）
　
全
集
、
第
七
巻
、
第
一
分
冊
、
三
九
六
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
’

（
2
6
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
。
　
　
『
・
　
　
‘

（
召
　
全
集
、
第
四
巻
、
二
八
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
・

（
2
8
）
　
へ
’
ル
ダ
ー
リ
ン
「
詩
歌
精
神
の
方
法
論
」
。
全
集
、
第
四
巻
、
二
六
〇
頁
’

（
2
9
）
。
筆
者
の
別
論
左
記
二
点
を
参
照
。

　
　
一
、
「
パ
ン
ー
ぷ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
一
九
八
三
年
度
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
、

　
。
第
三
二
巻
、
人
文
科
学
篇
、
二
Ｉ
頁
一
七
〇
頁
、
一
九
八
四
年
三
月
刊
）
、
殊
に
そ
の
〔
三
〕
　
ｙ

　
市
民
’
倒
祝
祭
と
オ
ペ
ラ
文
化
（
四
九
頁
－
五
五
頁
）
’
Ｊ
昭
。

　
二
、
内
省
と
光
明
－
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
こ

　
八
五
年
度
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
、
‘
第
三
四
巻
、
人
文
科
学
篇
、
。
一
五
五
頁
一
二
〇

　
　
一
頁
、
一
九
八
六
年
二
月
刊
）
、
殊
に
そ
の
〔
三
〕
燈
火
と
松
明
。
（
一
七
〇
頁
－
一
八
二

　
頁
）
参
照
。
’
　
　
　
　
‥
　
　
　
　
　
　
　
・
ヽ
　
　
　
　
　
言
　
い
　
ダ

（
3
0
）
　
前
掲
（
〔
五
〕
剛
（
７
）
）
原
典
新
約
聖
書
、
十
四
頁
。
前
掲
（
〔
五
〕
申
（
γ
）
）
　
一

　
五
四
五
年
版
「
聖
書
」
後
篇
、
ご
四
八
頁
右
段
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

（
3
1
）
　
「
悲
劇
の
誕
生
」
（
一
八
七
二
年
）
第
一
九
章
、
批
判
版
作
品
全
集
、
第
三
部
、
驀
一

　
巻
、
一
二
Ｉ
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
バ

～ ぶ ＝ ミ ミ ミ ー ミ
- → - ・

（
詔
）
　
全
莫
、
策
二
巻
、
ぅ
一
三
む
頂
。
’
一
　
　
　
　
　
　
　
ノ

（
３
）
　
右
記
１
（
註
（
９
）
）
『
パ
ン
と
ぷ
ど
う
酒
』
冒
頭
の
都
市
像
、
四
一
頁
参
照
。

（
Ｍ
ブ
全
集
、
第
こ
巻
、
九
○
頁
四
〔
五
〕
゛
山
（
１
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

集
、
第
六
巻
｛
四
三
三
頁
？
　
に
よ

（
4
0
）
　
「
ア
ル
デ
ィ
ツ
ゲ
ロ
’
」
（
レ
ク
Ｊ
ラ
ム
文
庫
）
ご
シ
ュ
下
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
『
　
Ｊ
　
　
ｉ
ｔ
　
ｉ

　
　
二
五
三
頁
プ
。
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
　
｀

一⌒一一
43 42 41

－一一

べ
44

w

八
45

W年

心
46

w

・
　
1
1
1
4
1
1
　
　
一

ウ
Ｎ
ド
ガ
ル

1
　
1
1
1
　
、
】
九
七
五
年

万
足
卓
「
泉
の
詩
」
郁
文
堂
？
・
一
・
九
八
〇
年
。
’
し
　
　
　
レ
　
’
ト
｀
７
し

右
記
「
泉
の
詩
」
ノ
九
頁
Ｊ
　
…
…
・

‘
　
Λ
・
　
ト
‘
’
　

…
…
…
…
…
ド
上
‥
‘
。
。
一
・

岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
一
第
四
五
巻
「
芭
蕪
句
集
」
一
九
六
二
年
、
一
。
二
七
頁
・

右
記
（
註
（
4
1
）
）
「
泉
の
詩
」
一
」
○
頁
。
ご
　
　
　
　
　
　
　
ア

マ
イ
ヤ
ー
全
集
・
（
全
十
五
巻
）
・
歴
史
批
判
版
、
ベ
ル
‘
タ
ー
ン
、
第
一
４
、
一
九
六
三

二
七
〇
頁
・
よ
り
原
詩
は
引
用
。
’
‘
　
こ
と
ノ
ノ
”
‘
・

右
記
’
（
註
（
4
1
）
）
ご
「
泉
の
詩
」
士
○
九
頁
、
ヽ
万
足
卓
訳
。

（
4
7
）
　
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
詐
品
」
函
は
ケ
ー
テ
ま
学
を
評
し
て
、
ハ
イ
ネ
が
「
ロ
マ
ン
派
」

　
（
一
八
三
五
年
上
二
六
年
）
で
述
べ
尤
言
蓼
（
世
紀
記
念
版
全
集
、
第
八
巻
、
一
九
七
二

　
年
、
三
五
頁
）
で
あ
る
が
ノ
・
こ
れ
と

‘「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

　
筆
者
の
別
箇
「
ヘ
ル
ダ
‥
‐
。
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
」
（
〔
五
〕
倒
（
1
2
）
）
の
〔
こ
シ

　
ラ
ー
の
問
題
提
起
倒
理
想
と
人
生
Ｊ
（
第
三
Ξ
巻
い
二
二
頁
丿
二
六
頁
）
、
お
よ
び
〔
二
〕

　
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
下
教
西
欧
ご
閉
古
典
古
代
理
念
追
求
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V(2)38-48

　’．,!^lunaber･．･erwacht ・ｉｓｔ。≒ｎｕｎ･,-･aufsteigend　ihr,レ　こ　　・

　　Der Sonne des Fests･,･antwortet　’･.ノヽ；　‥　　／．･．に

　PerヽChor der Gemeinde;.　･ ･'■'･' '..グ‘｀““．・ ４,ｉ　；．，ｊ　｀’

39)Brief　２４０。an BShlendorffi ，２･.12.1802 ｓ ･ＳｔＡ･ ６ ． 433;

　　Mein LjLeberl ich denke, da£,･wir ･die Dichter bis　auf unsere ・，

　　Zeit　nicht coiranentiren werden, sondern daB。die Sangart‘ Uber-

　　haupt wird einen　andern-Karakter ｎ‘ehmen.･Ｕｒ!ｄ ｄａＢへwir.darum

　　nicht　aufkonunen, weil ･wir. seit den Griecherij・wieder･anfan-

　　gen, vaterlandisch und.natQrlich,・eigentlich originell。･zu

　　singen.い／｡　Ｉ　ぺ　．卜.　．.　’.f‘’.　･’;.･･l,.　　　　’　　　トフ　．．　くノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝40)Heinse｡。Ardinghello?（２　Ｂａｎｄｅ,卜1787) Stuttgart. Reclam-Uni-

versal-Bibliothek. Kritische･.Studienausgabe･. 1975. S.253.　．．

　.Nacht ist･doch･die　sch5nste ’Beruhigung von ＩGeschaften ,いＷＯく　’

　　die　Phantasie　die　freiesten Fiage　tut und ｄｅｒ：Mensch.am･，

　　mehrstenヽseiner≒selbst genieBt.･ Ｓ６ raste　ich jetzt hier ‘oben

　　auf der Villa Medicis･,１ｎ meinem･･■Zimmer; Rom sch!aft;　４ｅｒに

　　blaue 'unermefillche　Ather･ヽschwebt darOber ’wie ･ eine　Henne　uber

　・ihren KQchlein, und bllnkend hell･ Gestirn ｅｒ工euchtet selig

　　die　Gegenden. Alles　ist still;　nur plStschern angenehm die

　　Springbrunnen:　heilige　Symbole des ewigen Lebens　in der ，Na-

　　tur.　　　．●●．●　　　．　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

41)Bansoku, Taku:　工zumi-no-Shi. Ikubundo. 19 80.

42)Izumi:-no-Shi(V(2)41) . S.9.　　‥

43)Basho： Ku-Syu. Iwanami-Nihon^Koten-Bungaku-Taikei. 1962. S.

３７．

　　Huru-Ike-ya　Kawazu tobikomu Mizu-no-Oto.

44)Izumi-no-Shi(V{2)41). S.llO.

45)Meyer, C.F.。Der　rSmische･ Brunnen" (1882) :　Samtliche Werke.

１５　Bande.　Historisch-Kritische Ausgabe. Berlin. Benteli. Bd.l.

1963. S.170.・
　　Aufsteigt der Strahl　und　fallend gieBt

　　Er voll der Marmorschale　Rund･，

　　Die, sich　verschleiernd, QberflieBt

　　In einer　zweiten Schale　Grund;

　　Die　zweite　gibt, sie wird　zu　reich.　　　　　５

‘　Der dritten wallend　ihre　Flut,

　　Und jede　niirant und gibt　zugleich

　　　　　Und　stromt und ruht.

46)Izumi-no-Shi(V{2)41). S.109.

47)Heine。Die　romantische　Schule"工. Buch:　Sakularausgabe. Ber-

lin/Paris.　Au fbau/Ce ntre　National　de　la Recherche　Scientifique.

Bd.8. 1972. S.35
　　der Geist wurde　Materie　unter　seinen Handen, und er gab　ihm

　　die　schSne gefSllige　Form. So wurde er der grSBte Kiinstler

　　in unserer　Literatu】こ, und alles was　er　schrieb wurde　ein　ab-

　　gerundetes　Kunstwerk'.
Vgl.　Takahashi:　Hellas　und Hesperien bei　HSlderlin (V(l)12)。

【Ｉ】Schillers　Aufbruch. (3)。Das　Ideal　und das　Leben"(Vol.33.

S.22-26) / [II]　Das　klassische　Griechentum und das　abendlandi-

sche　Christentum. (7) Die Antike　als　工dee {Vol.34. S.7-20)。

４８）。Deutscher Gesang" V.15-20:　StA ２・202。

　　　　　　　　　　dann　sizt　im tiefen Schatten,　　　　　　　　　　　　１５

　　Wenn Qber dem Haupt die　Ulme　s^uselt.

　　Am kuhlathmenden Bache　der deutsche　Dichter

　　Und　singt, wenn er des　heiligen nQchternen Wassers

　　Genug getrunken, fernhin　lauschend　in die　Stille,･

　　ben　Seelengesang.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。２０



　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V(2)29-38

　　Takahashi, Katsumi ｚ　Verinnerlichung ･und Erleuch･tung -^ Uber

die erste　strophe von Holderlins　。Ｂｒ（：)d und Wein'り. .Heilige　，

Nacht' ．　Erster Teil (Forschungsberichte　der Universitat Kochi

fQrs　Jahr　1985. Vol.34. Geisteswissenschaften., S.155-201. Feb-

ruar 1986). [Ill]　Erleuchtung und Beleuchtung (S.170-182).

30)Novuin Testamentum graece　et　latine (V(l)7). S.14.

　　ｘａてauSSeてε．てａ　Mptva .てoO　aypoO・nOs　auEavboaしり・　00 χ６１しacyし。

　　ou6e vfiftdり（yい,・λをvo) 6e byCv Stu ou6eΣｏλｏμふ，:ev naaりtJJ

　　6o?T) 'a心ｔｏリ　寞ｃｐし邱＆λｃてｏ　＆ｇ’きりToOてωり．．　゜　‥レ　　”　｀　．ｊ

Considerate　lilia　agri　quomodo ｃｒｅ･scunt:　non　laborant：，
que ent. Died≒autem･vobis, quoniam nee　Salomon･ １ｎomni
ria　sua coopertus est sicut｡unum ･･ｌχ・ist･is ｡

ｎｅ一

glo-

Vgl.≒｀一一BibliaGermanica　1545 '･(V(l)･7) .･,。Euanりelium一一Mattheus"　VI ｡
28-29･. S.GGXLVIII.

ｉ

・ .1

ｇ ４．．･!

．･　Schawet die Liiien 、auff ｄｉｍ、feide ･ ／ wie sie wachsen ･･／ﾆSie

　　erbeiten･ nicht / auch spihnen'ヽsle　nicht'i Ich　ｉ･ａｇｅヽ･euch　／･ヘ

ト･Das '‘auch　Salomon　in aller　seiner Herrlichkeit nicht beklei-

　　det gewesen istに･/ als　d6r‘selbigen ･eins･．．、‘．ヘトう　・　　≒・

３１)･。Die Geburt ｄｅｒ､､TragSdie"にKap.19 :　ｌぐritische Gesamtausgabe

(V(2)13) . III.･Atiteilung.･Bd .1. S.12､１．･･･､．．＼ｊ'　　　、･‥　　バ……………：

　　die　bequeme　Lust　an　einer　idyllischen Wirklichkeit、　　‥､．．：

　　an　dem　furchtbairen Ernst der wahren Natur ' zu messen こ.‥･..j;　ト

　　Wer die　Oper vernichten will、muss　den Kampf･ gegen　jene　ale-

　　xandrinische　Heiterkeit ･aufnehmen,
３２）。Versohnender der du nimmergeglaubt
StA　2. 130.　　　　　　　　　　　　　　･，
　　Einst　freueten wir uns　auch,

●●●

●●● " 2.Str. V.14-21;

　　Zur Morgenstunde wo　stille　die Werkstatt war　　　　　　　　　　　１５

　　Am Feiertag, und die　Blumen　in der　Stille,

　　Wohl　bluhten　schoner　auch　sie　und helle　quillten

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lebendige　Brunnen.

　　Fern　rauschte　der Gemeinde　schauerlicher‘Gesang,

　　Wo heiligem Wein gleich, die　geheimeren Spruch‘ｅ

　　Gealtert　aber gewaltiger einst, aus　Gottes　　　　　　　　　　　　　２０

　　Gewittern　im Sommer gewachsen,

33)Takahashi:　Das　Stadtbild　im Anfang von　。Brod und Wein" (V

(2)29). S,41,

34)Vgl. V(l)l.

35)Vgl.　V(l)l.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に

36)Vgl. V(2)13.

37）。Die　Geburt der　TragSdie"　Kap.19 ｓ　Kritische　Gesamtausgabe

(V(2)13). III.Abteilung, Bd.l. S.123.

　　die　deutsche　Musik, wie wir　sie　vornehmlich　in　ihrem machti-

　　gen　Sonnenlaufe　von Bach　zu Beethoven, von Beethoven　zu Wag-

　　ner　zu verstehen haben. Was　vermag　die　erkenntnissliisterne

　　Sokratik unserer Tage　giinstigsten Falls　mit　diesem aus　uner-

　　schopflichen Tiefen emporsteigenden Damon　zu gewinnen？

３８）。Am quell　der　Donau" V.25-35;　StA 2. 126.

　　Denn,･wie wenn hoch von　der herrlichgestimmten, der　Orgel

　　Im heiligen　Saal,

　　Reinquillend aus　den　unerschopflichen　Rohren,

　　Das　Vorspiel, wekend, des　Morgens　beginnt

　　Und weitumher, von　Halle　zu Halle,

　　Der erfrischende　nun, der raelodische Strom rinnt.　　　　　　３０

　　Bis　in den kalten　Schatten das　Haus　　　－

　　Von　Begeisterungen erfUllt,
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17)Aristpteles　。Metaphysi‘ｃ尽"983B:　Die Fragmente ･ｄ色ｒ Vorsokra-

tiker.　Hrsg･．=　Diels, Hermann ／ Kranz, Walther. 7゙.Aufl:　ﾛnver一

旦nderter　Nachdruck der　６ ･Aufl.(1951). Berlin/ZQrich. Weidmann･．

1954. Bd･．１．　S.76-77・．-　　　　　　　ﾌﾞ　　‥，　よ　　　　　・　　　　　　　　づ　・

　　4pχas e2^vat 1161りてωｖイで．．．．・　　ｊ９λ恥Ｊり，bTfis .TO Iぷもてns opχηΥ5 s

　Ｊしλoooq)tas　６６ωｐ　ｃひi^at (pnoい，　‥‥．　　　　　　　Ｔ　　ｌ　ｙ　　　ｊ，

18)Pindaros･　,,01ympia" I. 1: Bibliptheca Teubneriana. Pindarus.

Pars　I:　Epinicia･. Leipzig.･Teubner. 5iAu･fl. 1971.･S.2.･犬･

　“Ａｐし(7てｏり　UGV　66ωp，　　・・・　　　　　　二　　，　　　　　．．　　．･　　．．，'い　ご

　(Wohl is.t･Wasser c!ａβ　Beste､･

19)Vgl､. y(i)i､、　二　　　．、｀・‘　・、

'･ ･ ･

）

．｀Ｊｊ゛り↓･●　y●』･j .１,● .　　　･.　　　　･･　　　I　・.　　　・¶　・:'.　" ljlｙ･･ ごで･１．，　≒……１･･

20)Vgl. V(l)2.　　･,）-．………………ｊ．,ｌ，プ．．／　丿丿　．ノj.ヅヅ　･ご／::　　.,..・，1..;j-･,:･;

21)Nietzscheよ。Also･sprachいZarathusti：ａり１卵3-85･), ZweiterにＴ９:t1万･

1884.　Kap. 9:　Das　Nachtlied. Anfang:　Kritische　Ｇｅ･samtausgabe ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暑－　１●｢　　･･　●　．●'●Φ●(V(2)13). VI.Abteilung. Bd.l.・S.i32･：,ヤこゾ≒･,･.=j-l･.･.･1 .; ;･.1,j,ヽ･　　バダlヅ■'
1.'-'-'

.

　　Naeht;ist.es:ヽｎｕ･n .reden lauter alle：･ springenden Brunnen・ぺ

　　　　　｢●　1●･「･-　　　y ･●･一.１．．●｣　　･-･』-･　ｙ-●．｣ -●●･¶ ●ゝａ'ｆ　　　．･ｄ ●Ｉ　　　●｀　'･･●ゝ　_･　　－　●　●　　１
　　･ＵＩ!d. auch meine……Seele isヽｔ ｅｉｎ｡-spr･ingender｡Bru!1り９叫　Nachtト七

　　ist es:　nun erst ejTwachen　alle　Liederヽder　Liebenden.･　Und:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ●●　　ａ・．　●　１．１　．１●≒　・　●･　　　ｋ●
　　auchr.meine　Seele- ist一一ｄａｓ。Lied eines･Liebenden.≒ｊ･Ein ｕｎｇｅ".し

　　　　I●･"j　゛f　－　　●　　　r･･Φ●･－．・.≒　・　･･f7●●･ 7 ●l d･ 心≒●.I　.゛I　●･4F ●　　　● ●F･，　'.　｀●　　■zj ,r:　I●･ ・

　．･ｓ･tdlltes：ｉ･･ Unstillbares　is.t; in mir; das will. ･laut･werden･,ぷ　　．･．
　　７　･=Ｉ　●Ｉゝ　－　　　●　●．●．｢●●φ　●ヾﾐ　　r･　.1　･..,･414　1●　　・ メ　　・　　-●　.i,････　●ふ，－
２２｣Vgl.　V(l)l.　　　　　‥．　　　　　　　　　　　　　　　　．･．,．，う‥‥‥‥‥‥‥い，　．,．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．．●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哺●●■　　〃●　　●．　・　　●　　●23)Vgl・ ･v(i)し2.ハ……………く二………ﾐl1･……こ'.ll
.ﾌ･

･｀ト･　ソ;う･フ.･ｊ≒．.　　　　'，犬．……

２４)。Freundese･rinnerungen･･Rudolf Ｍａ面姐Ｕおり‘StA･ 7- (1)ダ397.ゾ：

　　Wie　waren' wir 'ｓｏ　seeiia･ﾀ1｡Ｏ aka･demis‘che　Frdschaft,　　･ ･ ･
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｇ‥‥‥‥　　‥‥
２５)。FreundeserinnerungenじMageha･us": StA_7, (1) 396-397.　‥．

　　Eines　solcher Gesellscha･ftchen verlegten‘wir　an dem heiter-

　　sten･ Tage　in ｄｅｎ･ Garten ｄ６ｓグLamm Wirthes ． Ein ･niedliches

　　Ｇａｒ七enhauBgen nahm uns　da　auf;　und an　Rheinwein　gebrach es

　　nicht.　Wir　sangen　alle･ Lieder der Freude　nach　der　Reihe

　　durch. Auf　die　Bole　Punsch hatten wir　Schillers　Lied　an　die

　　Freude　aufgespart. Ich　gieng　sie　zu hohlen. Neuffer war　ein-

　　geschlaffen, da　ich　zuriikkahm, und　Holderlin　stand　in einer

　　Ecke　u. rauchte. Dampfend　stand die　Bole　auf dem Tische ． Ｕ．

　　nun　sollte　das　Lied beginnen, aber　H. begehrte, daB wir erst

　　an der　kastalischen Quelle　uns　von　alien unsern　Siinden rei-

"nigen　sollten. Nachst dem Garten　flos　der　sogenannte　Philo-

　　sofen Brunnen,　das war　H. kastalischer　Quell;　wir giengen

　　hin durch　den Garten, u. wuschen das　Gesicht u. die　Hande;

　　Feierlich　trat Neuffer　einher, diS　Lied von　Schiller, sagte

　　Holderlin, darf　kein Unreiner　singenl　Nun　sangen wir;　bei　，

　　der　Strofe　≫dieses　Glas　dem guten Geist≪　traten helle　klare

　　Thranen　in H. Auge, voll　Glut hob　er den Becher　zum Fenster

　　hinaus　gen　Himmel, und　　(S.396/S.397)　　briillte　dieses

　　Glas　dem gut. G.　ins　Freie, daB　das　ganze　Nekkar　Thai wi-

　　derschol. Wie waren wir　so　seeligl　ｏ akademische　Frdschaft,

　　wo　ist der　Greis, der　sich　an dem Riikblike　auf　deine Wonnen

　　nicht　noch　immer　starkt？

26)Vgl, V(l)l.

27).,!?as　Werden　im Vergehen"：　StA　4. 282.

28)。Uber　die　Verfahrungsweise　des　poetischen Geistes":　StA　４．

260.

　　das　Harmonischentgegengesezte　in der　lebendigen Einheit　　‥．，

29)Takahashi、Katsumi ｓ　Das Stadtbild　im Anfang von　,,Brod und
Wein"(Forschungsberichte der Universitat　Kochi　fQrs　Jahr　1983.
Ｖ０１。３２；　Geisteswissenschaften. S.21-70. Marz　1984)【1111　Btir-
ger. (3)Das　Festspiel　und die　。Cultur　der Oper" (S、49-55　・



　　　　　　　’ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V(2)12-16

12)Goethe　。Gotter, Helden ･und Wieland. Eirie Farce"(1774) :　Weir-

ke ．　Hamburger Ausgabe. 。Miinchen.・Beck/dtv 。　１９９:1/1982. Bd',4.'S.

203-215.･づ

　　ADMET. Das　verdiente　elnige　ahndungsvolle Ehrfurchti&/↓'I･●4●　　　●●●　　&J‰:i>3　W^X. ＼JiJL.｡^11 l.^ cふ晶晶｣L^C= C1,AA>1VI.UI号i.＼JJ9 V V^O. Ji一心J-IUX.･- ＼JL^ ＼^A1 W ･

Der　zwar｡ Euer ganzes　aberweises Jahrh沁ndert von Literatoren

　nicht　fahig　ist.　　　　　‥‥．　　　　　　　　･ｊ・　　　　　　　．．　　・バ●

ALCESTE-.　‘･．‥　……Eure Alceste mag gut sein ･und‘Eure Weib一丿 ・

　Chen und Mannchen amiisiertド血uch wohl gekitzelt haben.゛･ｗａｓ一

　　　Ihr　Ruhrung nennt.　　　　‥‥．　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　’ｺﾞ

　　WIELAND.　　Konnt　Ihr ｍ１ｒ・absprechen, daB　ich das･Ganze deii-'

　　　kater behandelt habe？’ ふ･･ ･ ･　　(S,207//S.212) ....・　,KolりＢ．ﾐ

　　HERKULES.　Bin　ich dir als　Zwerg erschienen？ ，　　．　｀　　　，･．　尚

　　WIEIiAND.　Als wohlgestalter Mann, iinittヽlerer ･GrSfie　tritt： meih

　　　Herkules　auf ．;　　　　　・　　　　：　　　　゛　　ト．　　尚・　　ヤ

　　HERKULES.　Mittlerer Gr56e:　IchJ‘　　　・ト　・．　　　　へ　ｊ　　　ｌ’　　ヽ

13)Nietzsche　。Die　Geburt der Tragodie aus　dem Geiste der Mu-

sik"(1872):　Kritische　Gesamtausgabe ．　Berlin. ．･Gruyter ．　Ill .Ab-

teilung.　Bd.l. 1972.‘S.17 ．　　　　　　　　　　　’．Ｊ　　　　　　　　ｉ

14)Schmid, Marion:‘ Stuttgart. GroBstadt　zwischen Wald und　Re-

ben.　Regensburg
^　Helmut

Schmid Verlag.　Stadtebildbandﾄ５．　Rack-
seite vom Titel-Blatt.

15)Takahashi, Katsumi：　Uber die erste　strophe von　HSlderlins
。Brod und Wein"：　,Heilige Nacht' ． Zweiter　Teil:【ＩＶ】。Ein sin-
niges　Haupt"(Forschungsberichte　der　Universitat　!<ochi　fiirs
Jahr　1986. Vol.35. Geisteswissenschaften. S.67-102. Nov. 1986).
Ｓ．70.
16)Vgl. Schmid:　Stuttgart.　RQckseite vom Titel-Blatt (V(2)14)。
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Vgl.。Hohelied”4. 15･：　Biblla　Germanica　1545. S.･CCCXLIX.

　　ein　Born　１､ebendlger　Wasser　．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　3)Biblia　Hebraica　Stuttgartensia (V(l)14).、S.40. ..Genesis"

26. 19.

　　Mayim yayihm･=ロ’;りロ?ｐ

　4)Biblia Hebralca･ Stuttgartensia･ （Ｖ（１･)14). S.296.　nDeuterono-

mium”5. 26 ．　　　　　　　　　　　　．、ノ’　　　　　　　　　　　　‥　●･　･●　　　　　　　･●　●

　　Elohyhm ^ayihm:ロ吻ロかt!　　　丿　　　　　　　　≒

　5)Biblia ･Hebraica　Stuttgartensia {V(l)14) . S.3 、･ , Genesis ” ･２．
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　・　Jehowah ｓ;･!ｙ･１;●．　　　　　　　＼．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　．．

　6)Biblia Hebralca ･Stuttgartensia (V(l)14). S.782･･　．。Jeremiaり

2. 13.　　　　　　　　　　　、≒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、．

Mkohr Mayim りayihm:口吻ロ?plliR9

7)Biblia Germanica 1545 (V(l)14

１　Ｃ　VVV＼7T　　。　　・　－．ｌ　　　・　　　　，

）．･．。Ｄｅｒ･ProphetJeremla" II.
13. S.χχχVI.　　・　．Ｊハ　≒　　　　ｊ．．　・･･．･･　　･．･･･．　　　　　　１　　・．　；ｌ　　’“

で　Denn‘ me in･Volck thut, eine･ｚｗｉ･fache　Sunde　/ Mich･ヽ/ die　leben-

　　digen Quelle‘■ / verlass‘en sie / Vnd machen‘ jnen hie vnd da

　　ausgehawene　Brunnen ／ die doch　lSchericht　sind / vnd kein　ニ

wasser geben.
Vgl. Langen, August ：・Der　Wort万schatz ’･des　deutschen Pletismus.･１．

Aufl.工954. 2., ergSnzte上Aufl.･TUbヽin gen･･Nieraeyer･･1968.　一一
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　　９）。Andenken" ４ ．Str.｡V.38-39:･　StA　2. 189 (V(l)3).

-10)
≫Brod

Ｕｎｄ･Wein" 4.Str. V.55-64･: StA　２ ． 91-92.　　．　　，し　：
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　　　Aber die Thronen･ ， ．ｗｏ？ die Tenpel, und wo die GefSBe,レ　・・･．・・
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七゛　　・Gott die Kreaturen erschuf･･Und wen!１　ich　ａ１．!e Schriften　／

　　　　　durchgriinde.　soweit meine Ver!lunft ・ es zu丿leisten und s owe it

　ご１．　　　　　sie　zu erkennen vermag, so　finde　ich　nichts anderes.：als　da6

グ　　　　μｕやere:Abgescりiedenりeit;一一a1!ｅ.ｓﾆiibertref fe。denn al!e Tugen-

と'　　･deねhaben　irgendein Absehen aufヽdie : Kreatur･， wah･rend･. Abge-

ぶＩ　　　　schiedenheit　Iosgel5st von alien Kreatu：renトist.ヘ　サ　．，へ・，

恰　　ｖg1・･Heidegger　．叫･e
Sprache t!ｎ Gedichﾖﾋ!'.1953。:
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,Unterwegs　ｚｕ･ｒ

危／　Spra昨今",
P,f ulμｎ９９:り・卵斗ｅ・ヽ5.Aufi・. 1,975トS.52,.……り・………，；‘

恥　　Alles Sagen der. DichtungeりGeorg; Trakls bleibt auf･ den wan-
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節　　　　schledene゛･，ｐリrch;: iりり二hindurc!ｌ
．りｎ４･ヽum,ihnハ･herr

ｉｓｔ･： das dich^

ｉ?　　籾皿9 Sagen auf,eiりｅり＝９ｉ眸知帥⊃G9･ｓ戸明９叩timmt;,Weil ｄｉｅ∧
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　　　　　ａね9耳mal･ilautり-und. ver;s,chi,ed.吋イにへｙy‥‥　‥‥,･y｡･,.:し,･･,1..こ･　ソ………二丿………　犬上.ンi

　　　Vgじ.Novum Testa･meritりｎ!こｇ耳弓ece,ヽｇｔｙ以上ine(Vll)7。h. i.sこi80iニ………･≒づI ＼
''

　　　んうみ£･で似ｔ,･偽叩,a '.qa&ofχSavり,ヤペしり4
≫■:･･..レ丿回………侑,べ／∧いバヅ　ノ………ｙ＞じ……･

　　　　　ヽA.r.sexち今yヌiutem..力.c^ra itりりi,el3rae｡fact･ae.;;･.Ｓ･!4n‘ね･･-･ねuper:
univers am.ter-

　　　　　rair!０.ｑｕｅダa,,d;Jio恥辱ｍ･Aon尽璋,ﾚ:Et , circﾆal･ねoram nonei皿clamayit Ie^

　　　丿浄usv;vqGe..;magr!ajf-dicenこり八丿Eli,
jEli,づlanuiia.

sal>･acthani？hoc ･ｅｇｔ：

　　　　　ｐ９り今皿eus ,^jDesiisi jnevisり参jquid dereliquisti皿ｅ?づ･ ･''･ ^S'･し丿玉

　　　ｖｇ:L,ﾊﾞjB:ibl4aグGermaniea,卜1545雨(Vril.) 7.): i･. ..EuangeliμｍいMattheus"ト277 .

．ブ　46・･ヽSjCCLXIII:･ノ……･･,ヽ㈲ご　………心犬ヽ卜7･ﾘﾂﾞﾉ……こ犬2ここにIツレ｀･　，=;;丿丿・　∧レペ………　し

　　　　い.･ｙり4j.･ｙｍｂべｄ,i.ｅ乃･９ｕり4eトjstijnde　schreyいJhe･ｓＵｓ･･1･ａｕｔソ（Ｖｈ･(3 sprach' /

　　　　　Eli,,,/ Eliふ/ヽ;)lamaｸﾞasabthani?ダＤ４回心tst: y･Me in｡Gdttパ/me in･ Gott

　　　　ﾌﾟヽ/: Warumb｡h^stu ,n>ie八卜vejrlas･sen;?ｸ………1,.'Iﾝ　i'j ･''･.･ '<　彭へ｀　･いＵつ≒丿　……………ﾐ

　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■･　　　Vgl.　Biblia Hebraica .S tuttgairten：sia. Sjti比.乍･gart｡.サDeutsche Bii-

　　　belgesellschaft.　!96 7/7,7,グ1984‘･Ｊ･S .Ilft4:s丿nPsalmiヽ'?，!.2･. 2.･へ,よ　　fバ

　　　　　蜀祁?‘吻1?｀≒｀辱∧　ｿﾞ……　･'ﾀﾞ…………j
.J………1………‘ダ'‘1'I

""丿尚･，ト………j･･･｀　ト……゛･゛尚‘f　'二

　　　Vgl ． '‘ｋ'ｊ

　　　be 17'8b)゛:Å心sgewah球e Wieぎｋ乱T沿ヽ４八･Schibid^ri･, Karl. MUnchがｉ．≒

　　　Hanser. 1962i　;Sly443ご　ヅニゾ　ヽ･;.‥':　ジ　）ト･／トに　．･バ　..'‥‥‥‥‥‥　‥‥‥バ.，.･

　　　　　Mein^Got･ｔ'ドmein Goit･I　warum hast･ dii ｇｍ１１･ｈ 'ｖ心ヽ1 1‘ｓ
８･ｅ!ｎ'?

ダ .･　･J･う

　　　15)S･=iisyp. Ni知解単遍ぶ一kypkai.でKyuyaku-Seisyo.ﾌﾞ1955ソS.764.

　　　16)Seisy6(V(l)lら･)｀･．　Shinyaku¬Sei'syo. 1954.‘S.48.トI'に　　　　　　ヅ

　　　１７･)･Biblia Germanicaヤ1545犬(V(l)7). ,,bet‘Psalter･･　χχII. 2. S.C-･

　　　ＣχＣＩＩ工I･..:･'‘　　　;,..･　.，..・..'.･.･j　　.　！　　'.｀‘.'Iゝ　'゛'･I　I　I‘.・‘　　'　　I｀



Spes　autem.　guae videtur, non est　spes:

quid　sperat？　Si　autem quod non videmus,

tientiam expectamus ．　　　　　　　　　　　　　　．・

　　　　　　　V(l)7-13

nam quod videt quis,
speramus：　per pa-

Vgl.　Biblia Germanica. 1545. Lutherbibel.･Faksimile-Neudruck ．

Stuttgart.　Deutsche Bibelgesellschaft. 1967, 1983.。みｎ die　Ｒ６－

mer"　8. 24-25. S.CCCχχχＩχ。　　　　　　　　　　　，・　　▽

　　Die Hoffnung aber ／ die man sihet / ist ｎｉ‘cht’hoffnuhg ／

　　Denn wie kan man hoffen ／ das man sihet：　So wir aber ｄｅ弓

　　hoffen ／ das wir nicht sehen ／ So warten wir sein durch

　　gedult.一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿丁　ノ　　　　　　　”

　8)Brief　１７２　an den Bruder. 1.1.1799: StAﾔ611　305 ｡

●●● was　ｄｉｅ･Kunst, und !sesonders ｄｉ白　PbSsie, ihrer Natur
　　nach, ist.　，‥．　　Denn　alsdann　ｓａ皿nelt sich……der ･Mensch bei

　　ihr,　und　sie giebt ihm Ruhe, nicht die　leere, sondern die

　　lebendige Riihe, wo alle KrSfte　regsam sind, und nur wegen

　.ihrer　innigen HariDonie nicht als　thatig erkannt werden.　　＼

　9)i,Die Launischen" ･l.Str. V.1-2:　ＳｔＡ･1. 298.･，‥　　　　　　　　，

　　Ｈ６ｒ″ich　feme nur her, wenn ich　fQr michグgeklagt.グ

　　　Saitenspiel　und Gesang･ｆ　schweigt mir das　Herz docH gleich;

１０）,ＩＨｅｉｍｋＵｎｆｔ”．2.Str.･V.21-24:　StA 2. 96.二　ト．･･．･　．　･･．･．･．　　･･･．・・

　　Und noch h5her･hinauf。wohnt･Qber dem Lichte der reineエ　二

　　　　Seelige Gott vom Spiel heiliger Stralen erfreut.‘．･･．　．･．　・

　　Stille wohnt er allein und hell erscheinet “ seih Ａｎを･11z,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９　　　　ﾐ●　　㎜　■　　　・　Der　atherische scheint Leben　zu りebeねｇｅねと４９ｔ･,．　’・　　･’=

lDVgl.レVCDIO.・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥へこ　べ　　　　　　　　／

12)Takahashi, Katsumi ｓ　Hellas　und Hesperien bei　Hdlderlin -

nSeeliges
Griechenland" (Forschungsberichte der Universitat Iく０１;

chi　fQrs　Jahr　1984/1985/1986‘. Geisteswissenschaften. Vol.33.

S.13-72　ΛVol.34. S.1-72 ／ Vol.35.　S.1-66.･１９･85/1986/1987).

［ＩＩＩ］。Gott･ｄｅｌ: My the" (1)ninnigerer Flug"{Vol.34. S.22-24).

13)Eckhart: Die deutsche Werke. Hrsg. u.ロ!）ｅΣ‘命．＝　Quint, Josefふ

Stuttgart.　Kohlhammer. Bd.5 ｓ　Traktate ． S.400-437:　,,Von abege-

scheidenheit" ． S.400-401.　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　ｌ･‘　，．

　　Ich ｈ&ｎ der geschrift vil　gelesen, beidluトＶＱ４ごｄ６ｎ･ heideni-

　　schen meistern und von den wlssagen uhd Ｖｏｎヽder ‘alten und

　　niuwen @, und hSn mit ernste und mit ganzem vllze gesiiochet.･

　・ welhiu diu hoehste und diu beste　ｔＵｇ‘ent si ,Ｔ d3 mite der men-

　　sche　sich　ze gote　allermeist und aller naehest‘gevflegen mO-

　　９ｅ und rait der der mensche von gnaden‘ werden ･ mQge ， daz　got

　　ist von nat(]lre　uhd da mite der mensche ･aller allとhest･ stande

　　dem bilde, alsヽer　in gote was ， in dem zwischen im und gote

　kein underscheit was･,
g

daz got ｄｉｅ犬crSature･geschuof ． ･Und ’

　　Ｓ６　ich alle die geschrift durchgrQnde, als verre mln ver-･･

　　nun ftいerziugen und bekenhen mac, s8 envinde>ich ･riihtへanders。wan

ｄａ：ｚ　lGteriu abegiescheidenheit ｏｂﾌａ･lien diiigen　ｉｔ√wan

　　alle　tugende ｈきｎｔ etwaz　ufsehennes ．ａｆ･･die crさatdre,-s8
･stat

　　abegescheidenheit ledic･ aller creature‘h. ■
-.･.i’l’=.・　・，自丿　　　’.･

Ｖ９１・　･,Von Abgeschiedenheit'゛(S.539-547) S.･,5j･9゛j　万トソペ‥‥‥二ヽ”

　　Ich habe　viele　Schriften gelesen sowohl　der heidnis･Chenし‥･

　　Meister wie der Propheten,　cles Alten･りnd des。Ｎきりen Testa-　犬

　‘merits, und habe mit Ernst und mit gaり.多９ｍ ’Ｅ;i fer ld戸nach ge-

　　　　　　　●　Ｓ．　　　　　　　’　　　　　●●”’　　　・sucht, welches　die　hSchste　und die

尽ｎ.多９ｍ･Eifer danach ｇｅ･

beste ＴＵｇ‘end　sei, mit

der　sich der Mensch　am.meisten und　am allern5chsten Gott
verbindenμnd mit　der der Mensch von Gnaden werden kSnne,
was　Gott von Natur。 ist, und durch　die der Men‘今むｈﾌﾞinder　l'‘
grOBten Obereinstinmung mit ｄ１°Bild‘1’stande,.das .･ｅ‘ｒトinGott.
war, in c!em zwischen　ihm und Gott kein Unterschied war, ehe ．･

一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V(l)l-7

QUELLENNACHWEIS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

【Ｖ】ＶＯＩ! DER ABENDAMMERUNG　ZUR HEILIGEN　NACHT　　　　　一一

　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　ｆ（１）。ABGESCHIEDENHEIT"

　DHolderlin　。Brod und Wein" l.Str. V.1-6:　Samtliche Werke.

Stuttgarter Ausgabe.　Kohlhanuner.　1946-77(Register　1985). Bd.2.

S.90 {=StA ２．　９０）．　　　　　　　　　　　　　　　ご

　　Rings　um ruhet die　Stadt;　still wird ｄ£ｅ erleuchtete　Gasse,

　　　　Ｕｎｄが　mit Fakeln geschmiikt, rauschen die Wagen hinv

　　Satt gehn heim von Freuden des　Tags　zu ruhen die　Menschen,

　　　　Und Gewinn und Verlust waget ein　sinniges　Haupt　　　　　・，

　　Wohlzufrieden　zu Haus;　leer　steht von Trauben und Blumen,　５

　　　　Und von Werken der　Hand　ruht der　geschafftige Markt.

Vgl. Schmidt, Jochen: ・HSlderlins　ｌｉ：legie　。Brod und Wein”. Ber-

lin.　Gruyter.　1968.　S.35　／　Ｓ‘.41.

　　‥・　　　,bleibt der Wertbereich des　geschaftigen Lebens　doch

　　abgegrenzt gegen den des　hohen, gelstesinnigen Lebens, ist

　　beschrankt, noch　nicht von tiefstem Daseinsslnn erfiillt.

　　Spater wird　im Gedicht nicht mehr von den　..Freuden des

　　Tags ”
ｆ　sondern

von der ｇａりｚ’ anders　gearteten dionysischen

　　Freude　in nachtlicher　Zeit die　Rede　seln. (･S.35)･

　　In der　zweiten Distichentrias　nun, die nach dem Abklingen

　　des　Taglebens　in der ersten ein Aufklingen des　tieferen Le-

　　bens　bringt, tritt zunachst eine　deutlich kontrastierende

　　Umkehrungにin der Stellung der　Subjekte　ein:
．，．・‥　　(S.41)

　2)。Brod und, Wein？l.Str. V.7-10: StA　2. 9.0.

　　Aber das　Saitenspiel　tOnt　fern aus　Garten;　vieleicht, daS

　　　　Dort ein Liebendes　spielt Oder ein einsamer Mann

　　Ferner　Freunde　gedenkt und der Jugendzeit; und die Birunnen

　　　　Imine r q u i 11 e nd und frisch　rauschen an duftendem Beet.　　　１０

　3) ..Andenken" ４ ;Str ． V.37-39:　StA 2. 189.　　　　　　　　⊃

　　Wo aber　slnd die Freunde？　Bellarmin

　Mit dem Gefahrten？ Mancher

　　Tragt Scheue, an die　Quelle　zu gehn;　　　　　　　　　　　　　　ザ

　４）。Brod und We in" ９ .Str. V.155-160: StA 2. 95.　　　　１。

　　Aber　Indessen konunt ａｌｓ･ Fakelschwinger des　Hochsten

　　　　Sohn, der　Syrier,　unter die Schatten一一herab.

　　Seelige Weise　sehns;　eiri LScheln aus　der　gefangnen

　　　　Seele　leuchtet, dem Licht　thauet　ihr Auge　noch auf.

　　　●　　　・　１　　１　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１　　　１　　Sanfter tra･umet und　schlaft　in Armen der Erde der Titan,

　　　　Selbst der neidische, selbst Cerberus　trinket und schiaft.

　5)nHyperions　Schiksaalslied" ３ .Str. V.16-24:　StA.　３．１ 143.

Doch uns　ist gegeben・　　．・．
　Auf keiner　Statte zu　ruhn,･
・Es schwlnden. ｅＳトfallen
　　　Ｄｉｅ・leidendenMenschen
　　　　Blindings von einer　　－
　　　　　Stunde　zurandern.
　　　　　　WieWasser von Klippe
　　　　ダ　ZuKlippe　gewor‘fen,

20

　　　　　　　　　Jahr　lang　ins　Ungewis‘Ｓ６ hinab ．．･Ｉ　’Ｉ’ｉク=’………，

　6)Dante　。La Comedia”(1472) .Inferno ゛ Canto　Ill ． V.9･‡

re ’ｄｉ　Dante･. Firenze.･ Societa　Dantesca.ダ2.Aufi:⊃196･0 .

‘ ・ Ｓ

Le　Ope-

S.452.

　Lasciate･ ogni speranza ．　voi　ch ″entrate･ ．･　・．　　　　　　　．･

　7)Biblia. Novuin Testamentum graece et　latine.｡Stuttgart.

WQrtteinbergische Blbelanstalt.工930 S.407: ,.Ad Rbmanos" Ｖｌｉ!：．

　　,１λｌこｇ　６２　β･λCVOl』,１。ｎ　９如．恥７い,．＆λ･TuTs-　゛６ Yap Bλ^UeU. TUS) Tじ　χau

　'･£λＩＱＥし４　εこ　6e o 00　13λ６ｏμev eλnuCov』ev, 6い　χＪπｏμｏ。r＼z
ａｌＥχ６'ｃ

－

　χｄμeda .　(Epistola Pavli　ad　Romanos :　8. 24-25)



Brod und Wein" heifit':I
I; ‥I.ダ　･･ruht

der l‘gesc･hSfftige･ MarkfCV.

16

1７

1８

１9

6), so,geht esりm ein･en gewbhniichen Feierabend, wo。die Menscheii"(V.3)

nicht　etwa in eine Kirche,　einen
ijheiligen

Saal”ｌgehen･， sondern ･。wohlzu-･

frieden zu Haus”(V.5) ruhen”(V.3),：und wo slch tjれづeiner。liebend”。。ei'n-

saunen” Seele der 。Brun lebendiges wassers'「＆１ｓ。heilige Symbol dea.ewigen

Lebens in der Natur" auftun kann.　　　　　　・ｊ‥。ノ　　　　　　　　　　　，

Wenn es in ,,Brod und Wein" heifit：　１１　‥Ｉ．ダ　･･ruht

　　　　　　　　　●　｀　　　　　ダ　　　　　　　　　●　　　　　　　　・6), sogeht ｅ８ りm einen gewbhnlichen Feierabend

Ferner Freunde gedenkt und der Jugendzeit;　ｕｎ（! die Brunnen

　　Immerquillend　　　．Ｌ‥．　　　　｜　　．，　　Ｔトブ≒‥，j　゛.　　プ

　　，（。Brodund Wein” l.Str.：　Ｖ（１）２）　　　　　，．.，　　．

四
〇

『
９
1
０

Ahnliとｈ wie Orpheus.ins Schattenreich eintaucht',･りm 'seine verstorbene Ge-

liebte wieder zur We工ｔ zurUckzurufen, gedenkt'! -hier ein liebend" 。･,,ein- ・

samer Mann” in 。Abgeschiedenheit”。ferner Frﾀunde ｕｎｄﾐder Jugendzelt” ．

　　Ein Vorbild solch einer 。lauteren Abgeschiedenり９１･ｔ” verkcjrpert Christus

der verborgenw･irkende” 。stille Gott”(Ｖ(１)２３)．ｖｏｎ Holderlins ,,BrOd･Ltnd

Wein”･：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･●●●●●･･　●●●●●　　　　　　　●●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●・　　　　　　　　　Ｉ･　　　　　　　　㎜ゝ　　　　，

　　　　　　　　　　　　　･φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＱ　　１　　　　１　　　　Und die neunte Stunde schriee Jesus laut und spr'ach：

　　　　　　　Ell, Ell, leuna asabthani？　　　　　　　　　ムｊｌ　;･　。｢。　　　　　'･'‘　　　　　'

　　　　Das １Ｓｔ：　　　ノし　　　ダ　　　　　　"　　　………lし〉ｌｊｌ． Ｔ：。／ '　・・。・。。　・　｀Ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　Ｉ●　　　　●　'｀ｌ　ゝゝ　　　・Ｉ　　　　　　●　　　　　　　Mein Gott, ｍ‘ein Gott, warum hast du niich verlassen?゛　　'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-.　　　　　ll●　　　●L　　　　　　　　(。Eｙａりgellum des Matthaus" 27. ４６：
。。Ｍａｔ柄恥忠一PaBsμ>n"∧Ii;Teil.

　　　｢，　／レNr.71： V(1)14)　　・　　　∧……,十･゛ ･ 戸Ｉ………'ご　　　，．

Der ,verborgene Gott (Deus absconditus)”(V(l)19)iyerlieB 49ｓリｍ‘Christum

１ｎ ,,lauterer Abgeschiedenheit" ．・イ．　．ふ　.‥‥‥‥:j;．･1，‥‥‥　‥‥‥.・　・..ぴ　．

　　Ｄｅｒ･ぺ,lieb.end”。einsame ,Mann" (V. 8):,‘der gleichsan! dem ..sti.再１９ｎGott" im

Leben und Leiden nachfolgt・ kann nicht in den Geりufl der 。Ruhe"･ ｋφmmen, '

wie seine Umgebung:　　し

　　Rings um ruhet die Stadt;

　　ｌ　ｔ　㎜●　．　　　　　　　　　　　　　ｉ

● ● ● ●

Satt gehh heim von Freuden des TagB zu ruhen die Menschen。。

　　●●●●●　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･Ｉ　　　　　、

Wohlzufrieden zu Haus;
●●●●寸　　　　　　　　　　　●ｔ
　ruht der geschafftige Markt.

●●●●●　　　　　　　　●●●●●　　　晶Ult I ＼JＳ･

　。(。Brod“ ｕ!Id Wein” l.Str.：･v{i)i)

1
２
３
４
5
6

Er sucht wohl eher jene 。Ruhe{quies)" Gottes･､１り、,lautererパAbgeschie!3en-
heit”： 　　　　　　　　　　　　　・　・ ●　　　　　　I●･I●･／・ト‘　－　・　、・　　・●　　、

nos requieturos in tua grandi sanctificatione speramiis ■.

tem　　‥．　quietus es,　quoniam tua ･quies tu Ipse-es･．

　　　(Augustinus。Confess tone's” XIII. 38:　Ｖ｛i･)25) '∧）ぐ

●●●

Tu au-

　Du

r.･

　。Die ho'ffhung- aber /die man sihet･V is-t nicht;:■■hoffriung" / Derm 。;leヽkan

　man des･゜ hoffヽen 7 diｓ･！miiにsihet:▽So'wir' aber des h6ffen /∵das' wlがヽhitht

ニsehehプS’ｏ:War'teri 'w'ir sein･句りrch ge'dult. " (Pauliib二。4riこdie Rbmerりバl,6゛1づ･24f.:

　Ｖ（１う７）尚　ダ　，にへこ･ぐ　･.i.ヽ:　卜｡,.　　　j?　1‘二,･_　゛ ≒;:にし’y･い……ドに………:ご‘　j:≒゛’≒’｀ババ≒11-

　　Insolcher Hoffnung in lauterer AbgeschiedenHeit" 。;raii^‘Chenぺdie･‘'Bruh-

nen imnierquillend"(V.9)・･.heilige Symbole‘゛dﾀS'dwigeri Leberis in ■^derNatur"
　　　　　　　　・　　　　　　"゜●●　　　ミ　　ミ　　　　　　¶Ｊ　　　ｗ(V(2)40). An einem Feiertag gesellt sich zu diesemｽl･。Imihet・quillende^n"^Rau-

schen” der 。Brunner!?' auch 。der Gemeinde s'ch4ue'rヽμきり6°r-Gesaiig" １ｍ Akkordschen” der 。Brunneり" auch 。der Gemeinde
mit 。der herrlichgestimmten Orgel im heiligeh Saal"(V(2)38)に･こ

　　Am Feiertag　　　°‥‥　　　　　　　　　卜　　t……‘∧･ゝ･'‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　‥‥

　　　　　　　　　　　　　‥‥.　　　und helle Qμillten lebendlge Brunnen

　　Fern rauschte der Gemeinde .schaueリicher Ges臨4･1二't.･ごこ･･

WＱ√heiligem Ｗｅ１｢lgleicり，‥‥‥‥･.‥.･･･　　べ.．二‥‥‥　　　　．　　　　　　，･

・(,,Versりｈりender. der du nimmergeglaubt ト.'･.，ﾀﾞ".1｡.Ｆａ･Ei｡'〉2.Str,,:'V(2)32)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　■=　・－．・Ｉ　'　　．｀り　　．
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　　　　　　　　。｜●Ｉ　。　　●　　　’．　　　　　　Ｊ　　●.ABGESCHIEDENHEIT”UND　。BRUNNEN"

　　　　　Zum　Verstandnis　dieser　Arbeit
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　。●ﾂ‘　　”。”｀　１　･‘･’ｊ・ヅゾ。･，
　　工ｎ。Holderlins Elegie 。Brod und Wein””(1968) halt Jochen Schmidt das

alltagliche Stadtbild im Anfang ｖｏｈ。,Br,odｕｎ（!Wein”(V.l-V,6) fur einen

。Wertbereich,：des･gescりaftigen Lebens" ：　Er sei ：..abgegrenz･ｔ gegen den des

hohen, geistesinnigen Lebens” und 。noch nicht von tiefstem Daseinssinn

erfUllt".　Erst in der zweiten Distichentrias･(V.7ff.)･findet Schmidt

。nach dem Abklinge・ des Taglebens in der ersten ein Aufklingeり１ ４ｅｓ･tie-

feren Lebens”{V(l)l). Im Gegensatz zu dieser dualistischen. Lesart, die

zwischen ｖ．６und ｖ．７nur einen Spalt of fnet, mbchte ich dazwischen auch

　einen inneren　Zusammenhang berlicksichtigen.・　　ご　。。／１

･Ｉ　Ｓｃりｏｎ･in der bescheide!len。･･Erleuchtung” der blirgerlichen Sphare am 卜

　Abend：　。still wird die erleuchtete Gasse"(y.l) richtet.sicり, die･ vom　゛I

.Mondschein und Leunpeりlicht 。erleuchtete” Seele auf,ihre geis.tige, Heima七：

,,Seeliges Griechenland ！”(V.55：V(2)10). Diese seelische ･,,Erleuchtung" ･i""

よbUrgerμChen.BewuBtsein
steht der prachtigen 。Beleucht叩ｇ'!向ΓβΓivile-

　gierten Hautevolee gegeniiber：　。Und, ｍｉｔ･Fakeln geschmlikt･, rai!schen die一

丿Wagen- hinweg゛ﾘV.2)。, die zur luxuriosen Abendgesellschaft fahren. Hier

im ｒｕりigdahinflりtenden und wieder verebbenden Disticりon des gedanken-

‘。lyrischen Anfangs ｖ０１!zieht sich das ,,stille” 。Werden゛!eines
ijerleuch-

　teten” BUrgertums im eraten Vers bemerkenswertタrweise.im Einklar!ｇ mit　∧

dem 。Vergeheり”der symbolischen 。Wagen” der feudalen Hautevolee -ir!lzwei‘

.ten Vers:　。paｓ芦erden.｡1m Vergehen”(V(2)27)｡　　　　　卜　‥。　　し

　　Danach pragt sich auch das 。Werden” der 。ｉｎ!merquillendrauschenden"

･,。･,Br゛｢ｍ?り¨(Ｖ･｡9f.)uりter der Voraussetzung des 。Vergehens" der ･。hinweg-
ｿﾚrauschenden" ,,Wageり"(V.2) aus

Und, mit FakeIn geschinUkt, rauschen‘ die Wageh ｈｉｎ､ｉ､eg-
． ｊ ： ･

● ･ ． ‘ １ ゛ ．

１ ● ● ● ● ●

●‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●‥いund
die Brunnen

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ･　１ｒ　　●●　・　　　　●　　Immerquillend und frisch rauschen an duftendem Beet。，

　　　(。Brod und Wein” l.Str,：V(l)l / V(2)l)　　　　　　　　　ト,･

Oas Verb ..rauschen" macht durch seine ZusStize ･das

２

９
０

　
１

　･1・■　　･■　り　　べ　’･,･Ｗｅｉ･den' im Vergehen"-==--　・－＝=ｗ　１１‾’‾”‾”‾”‾　’‾’‾’‾””””””¨’‾””””･７ １ｒ””’¨’……”ｅ’¨’¨

sehr anschaulich： rauschen　　．‥　　hinweg･‘(v:2) / ,,immer如illerid ゛，‥

rauschen”（Ｖ．１０）．　　　　　　　　　　ヘヅ‥‥‥1.’.”｀･7.’ﾐ::.‘　‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥だy ’.`べ:　へ／ご

Der Kontrapunkt der beiden Verse bestatigt sich aiich' mit' dem" Par･ﾑ11e－

emi lo ih｡､万･ヽy、。｡､.ll。｡､。｡、VI.､｡､｡､/４･|。11<ir､｡｡｡万｡､万●　　　へど仁ドブバ。。　≒ご!｡･｡≒-ニlismus ihrer anderen Vorstellungen：

　　　　　　　　　　　　　’　　　ｊノ.しじ｀ｔ...（≒‥j､:；、､:　、ピ･．．
　　　・。mit FakeIn”　←φ　。an duftendem Beet'

..geschmUkt" ｌ　ｆ‾‾●　･.frisch"に≒t.ノいり･丿丿　:ぷ

･･die Wagen”　←　、,die Brunnen”　　　　。･｡、、

ｌ 　 ・ Ｉ 　 　 Ｉ Ｉ Ｉ

　 　 ． ･ ‥ ･ 　 ぐ ’ ･ ・ 、 ‘ ． ’ ．

ド . ・ 、 ’ げ ･ ゛ ･ . ； 　 瓢 ‘ : 、 ’ i へ

j

、 . : ぐ 　 … … . 、 j ご ’ ･ ･ ノ ‘

ａ ４ 　 ・ 、 ． 、 ･ ･ ． ● 　 ． ≒ ｀ ’ ．

　 ・ ． Ｉ ● 　 ； ・ 、 ｊ ． ． ｔ ’ ● ●

s: . 11　■I

ｔ’．‘４　・・ｉ

£ｊ　ｚ．：

Das ,,hinwegrauschende" ,,Vergehen" der klinstlichen Dinge des '^We
ses kontrastiert mit dem ,,immerquillend rauschenden”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ ●･ＩＩWahrend die kunstvoll 。geschmllkten” 。Wagen” zu einer

sellschaft der Privilegierten ,;hlnwegrauschen", ,,r･auscheti･' ,|(lie Brurinen"

aus dem 。vaterlandischen und natUrlichen"(V･(2)39) ErdboiJenよf自卜rqutllend

und frisch", ahnelnd dem 。Brun lebeりdiges wassers"(,,Geriesi^" 26.' 19: V(2)

２）．　　　　　　　　　　　　　’゛　ミ゛，･．：’゛．パ:　･≒.･･・:’‘゛…………･　ジｊ　，･≒;,．　　’　・パ

　Der urspriinglic!ｉｉ･Grund von solichem Brun‘lebenictiges wassers" ｡findet

sich wohl in der 。lauteren Abgeschiedenheit (luteriu abegescheidenheit)'･

(V(l)13) einer 。liebend? 。einsamen" Seele：

　　　　Aberdas Saitensplel tbnt fern aus Garten: vieleicht,
　　　　　Dortein Llebendes spielt Oder ein einsamer Mann

　　１●

daB
ヽ
７
８



Uber　DIE　ERSTE　STROPHE　VON　HOLDERLINS　。ｊ３Ｒ･OD　UND　WEIN"：’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　●　　　¶。　●　　　１　.HEILIGE　NACHT'　　DRITTER　TEIL：　　　　，゛
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